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公方の郷
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那賀川支所
●
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55
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道
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阿
南
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パ
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阿
波
中
島
駅

平島小学校●

　

建
武
5
（
１
３
３
８
）
年
足あ

し
利か

が
尊た

か
氏う

じ
が
征
夷
大

将
軍
と
な
り
、
幕
府
を
開
き
ま
し
た
。
室
町
時
代

の
始
ま
り
で
す
。
時
は
流
れ
、
8
代
将
軍
義よ

し

政ま
さ

の

時
代
に
、
応
仁
の
乱
が
契
機
と
な
り
、
以
後
戦
乱

の
時
代
に
突
入
し
ま
す
。
天
文
3（
１
５
３
４
）年
、

足
利
義よ

し
冬ふ

ゆ
（
11
代
将
軍
義よ

し

澄ず
み

の
子
で
、
10
代
義よ

し

稙た
ね

の
養
子
と
な
る
）
は
、
阿
波
国
の
守
護
大
名
細
川

一
族
に
迎
え
ら
れ
、
京
都
か
ら
阿
波
国
平
島
（
現

那
賀
川
町
）
へ
移
り
住
み
ま
し
た
。
平
島
は
、
足

利
尊
氏
が
建
て
た
天
竜
寺
（
京
都
）
の
所
領
で
あ

り
、
こ
こ
に
は
那
賀
川
の
河
口
か
ら
近
畿
へ
行
く

港
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
島
よ
り
次
期
将
軍
を
め
ざ
す
義
冬
。
こ
れ
が

初
代
阿
波
公
方
で
す
。「
阿
波
公
方
」
と
い
う
呼

び
方
は
、
足
利
尊
氏
が
朝
廷
か
ら
公
方
の
称
号
を

授
か
っ
た
こ
と
で
、「
公
方
」
が
足
利
将
軍
家
一

族
の
肩
書
き
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

平
島
に
渡
っ
た
義
冬
の
こ
と
も
住
民
た
ち
が
「
公

方
さ
ま
」
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

義
冬
は
、
阿
波
国
の
三
好
三
人
衆
に
擁
立
さ
れ
、

上
洛
の
好
機
を
得
ま
し
た
が
、
病
で
果
た
せ
ず
、

そ
の
子
義よ

し

栄ひ
で

が
意
志
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
永
禄

11
（
１
５
６
８
）
年
2
月
8
日
、
足
利
義
栄
は
、

室
町
幕
府
14
代
の
将
軍
の
座
に
つ
き
ま
し
た
。
都

か
ら
遠
く
離
れ
た
平
島
か
ら
の
将
軍
誕
生
で
す
。

　

し
か
し
、
ま
も
な
く
義
栄
は
織
田
信
長
に
追
わ

れ
、
ふ
る
さ
と
に
近
い
鳴
門
の
地
で
病
死
。
義
栄

の
在
任
は
わ
ず
か
７
カ
月
で
し
た
。

　

や
が
て
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
阿
波
藩
主
、

蜂
須
賀
氏
は
足
利
家
に
対
し
厳
し
い
減
禄
政
策

（
今
で
言
う
大
幅
な
補
助
金
カ
ッ
ト
）
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
4
代
公
方
義よ

し

次つ
ぐ

を
平
島
又
八
郎
と
名

乗
ら
せ
、
以
降
も
「
平
島
姓
」
を
使
わ
せ
る
な
ど
、

公
方
の
権
威
を
引
き
下
げ
る
政
策
を
と
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
阿
波
藩
か
ら
の
冷
遇
に
対
す
る
公
方

家
の
不
満
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

那
賀
川
町（
平
島
）か
ら
室
町
幕
府
将
軍
が
出
た
！

阿
波
公
方

　

阿
南
に
暮
ら
し
た
足
利
氏

　

室
町
幕
府
将
軍
「
足
利
氏
」
ゆ
か
り
の

自
治
体
や
関
係
団
体
、
社
寺
な
ど
で
構
成

す
る
「
全
国
足
利
氏
ゆ
か
り
の
会
」
総
会

と
特
別
講
演
会
が
、
10
月
17
日
に
、
那
賀

川
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

那
賀
川
町
平
島
は
、
11
代
将
軍
義よ
し

澄ず
み

の

子
、
足
利
義よ
し

冬ふ
ゆ

（
初
代
阿
波
公
方
）
が
移

り
住
ん
で
以
来
、
江
戸
時
代
末
期
ま
で
の

約
２
７
０
年
間
に
渡
っ
て
足
利
氏
の
子
孫

が
暮
ら
し
た
場
所
で
す
。
阿
波
公
方
は
こ

の
地
の
文
化
や
学
術
等
に
大
き
な
影
響
を

残
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
歴
史
、
足
利
氏

が
那
賀
川
町
平
島
に
残
し
た
功
績
の
足
跡

を
辿
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※阿波公方・民俗資料館では、企画展「阿波公方が暮らした時代の阿南市内の遺跡」
（詳細15ページ）を開催。また那賀川図書館では、特別展示「図書館資料で見る
阿波公方と室町将軍家」（詳細19ページ）が行われます。

日時　10月17日㈬  16:30～17:30
場所　那賀川図書館　視聴覚室 問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

「足利家文書」「蜂須賀家文書」を中心に確実な史料から、平島に居を構えた「阿波公
方」に関して、「由緒」「格式」をキーワードに、地域文化に果たした役割、徳島藩主
蜂須賀家との関係、阿波退去後の生活の実態など「阿波公方の実像」に迫ります。

1963年生、東京都出身。徳島市立徳島城博物館係長・学芸員、
四国大学文学部日本文学科講師、同准教授を経て同教授・同附
属言語文化研究所所長。専門は日本中近世史・博物館学。

講師　四国大学文学部教授　須藤 茂樹さん

入場無料・申込不要

阿
波
公
方
の
歴
史

阿波公方の実像
－「由緒」「格式」「文化」「退去」－

阿南市市制施行60周年記念事業

14代室町幕府将軍　足利義栄の像

特別講演会
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こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
も
、
8
代
公
方
義よ

し

宜の
り

は
、
京
都
の
名
儒
、
島し

ま
津づ

華か

山ざ
ん
を
招
き
子
弟
を
教

育
し
ま
す
。
9
代
公
方
足
利
義よ

し
根ね

は
、
少
年
時
代

か
ら
華
山
に
学
び
、
本
格
的
な
漢
学
の
素
養
を
身

に
つ
け
た
詩
人
に
成
長
。
天
明
6（
１
７
８
６
）年
、

「
棲せ

い
り
ゅ
う
か
く

龍
閣
詩し

し
ゅ
う集
」
5
巻
3
冊
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

棲
龍
閣
と
は
島
津
華
山
の
住
居
の
名
の
こ
と
で
、

平
島
館
の
敷
地
内
に
あ
り
ま
し
た
。
華
山
の
門
下

か
ら
は
義
根
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
詩
人
が
輩

出
さ
れ
、「
日
本
詩
選
」
な
ど
に
そ
の
名
を
連
ね

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
島
地
域
が
阿
波

国
南
部
に
お
け
る
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
文
化
2
（
１
８
０
５
）
年
、
9
代
公

方
義
根
は
阿
波
を
退
去
。
退
去
の
原
因
に
つ
い
て

は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
主
に
阿
波
藩
に
対
す
る
不

満
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
方
が
平
島
の
地
を
去
っ
て
２
０
０
年
以
上
と

な
る
今
日
、
公
方
の
住
ん
だ
平
島
館
は
も
う
残
っ

て
い
ま
せ
ん
が
（
一
部
は
阿
南
市
や
小
松
島
市
の

寺
に
移
建
さ
れ
て
い
ま
す
）、
約
２
７
０
年
に
わ

た
り
平
島
の
地
に
居
を
構
え
た
阿
波
公
方
は
、
民

間
に
幾
多
の
伝
承
を
伝
え
、
往
来
の
面
影
を
し
の

ば
せ
て
い
ま
す
。

那賀川図書館の庭園「阿波公方の苑」には、
棲龍閣詩集に収められている 9 代公方義根
の漢詩が刻まれています。

資料館は、かつての公方館跡に立地し、
棲龍閣詩集など公方ゆかりの品々を展
示しています。

信行寺には、公方館の門の一つだったと
伝えられている山門があります。

阿波公方の足跡を辿る歴史散策

１

阿波公方・民俗資料館

３

那賀川図書館

信行寺山門

２
西光寺

４

４
３

１

西光寺の境内には、室町幕府10代将軍義稙、
14代義栄、初代阿波公方義冬の墓所があり、
山門の右手には歴代公方の墓があります。

２

那賀川
那
賀
川
大
橋

❶ 

義よ
し

冬ふ
ゆ（

初
代
阿
波
公
方
）

❷ 

義よ
し

助す
け

❸ 

義よ
し

種か
ず

❹ 

義よ
し

次つ
ぐ

❺ 

義よ
し

景か
げ

❻ 

義よ
し
辰た

つ

❼ 

義よ
し

武た
け

❽ 

義よ
し

宜の
り

❾ 

義よ
し

根ね

⓫ 

義よ
し
澄ず

み

⓬ 

義よ
し

晴は
る⓭ 

義よ
し

輝て
る

⓯ 

義よ
し

昭あ
き

⓮ 

義よ
し

栄ひ
で

1 

尊た
か
氏う

じ

足利氏・阿波公方系図

1
〜
⓯ 

室
町
幕
府
将
軍

❶
〜
❾ 

阿
波
公
方

阿波公方
キャラクター
　　公方くん



阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　

去
る
９
月
13
日
、
徳
島
新
聞
の
読
者
の
手
紙
欄

に
掲
載
さ
れ
た
、
元
教
員
で
羽
ノ
浦
町
在
住
の
小

倉
泰
夫
氏
の
「
災
害
の
た
び
に
希
望
思
い
出
す
」

と
い
う
文
章
を
拝
読
し
、
勇
気
を
与
え
ら
れ
、
感

動
を
覚
え
ま
し
た
。
私
は
切
り
抜
き
に
し
、
名
刺

入
れ
に
忍
ば
せ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
も
図

書
館
等
で
一
読
さ
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
今
年
は
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
、
時
を
選

ば
ず
、
場
所
を
選
ば
ず
、
わ
れ
わ
れ
を
痛
め
つ
け

て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
に
、
関
西
国
際
空
港
の
水
没
が
あ
り

ま
す
。

　

21
世
紀
の
関
西
に
つ
い
て
、
財
界
や
省
庁
が
当

初
に
抱
い
た
イ
メ
ー
ジ
は
、「
大
阪
湾
の
泉
州
沖

に
２
本
の
滑
走
路
。
神
戸
沖
に
も
１
本
の
滑
走
路

が
浮
か
び
、
こ
の
２
つ
の
空
港
は
海
底
ト
ン
ネ
ル

で
結
ば
れ
、
明
石
海
峡
大
橋
で
結
ば
れ
た
本
州
四

国
連
絡
道
路
、
さ
ら
に
和
歌
山
と
淡
路
島
を
結
ぶ

紀
淡
連
絡
道
路
が
完
成
し
、
環
大
阪
湾
経
済
圏
が

形
成
さ
れ
、
伊
丹
空
港
は
廃
止
さ
れ
、
跡
地
利
用

が
進
ん
で
い
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
紆
余
曲
折
を
経
て
、
関
西
飛
躍
の
ス

タ
ー
ト
と
し
て
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
９
月
に
、

世
界
の
21
カ
国
地
域
と
39
都
市
を
結
び
、
ア
ジ
ア

の
新
し
い
拠
点
空
港
を
め
ざ
し
、
開
港
し
た
の
が

関
西
国
際
空
港
で
し
た
。
国
の
航
空
審
議
会
答
申

か
ら
20
年
、
１
兆
５
０
０
０
億
円
の
巨
費
と
７
年

半
の
歳
月
を
か
け
完
成
し
ま
し
た
。
当
時
、
羽
田

に
い
っ
た
ん
降
り
、
成
田
ま
で
１
時
間
半
か
か
っ

て
い
た
乗
り
換
え
移
動
が
、
国
内
線
・
国
際
線
と

も
に
乗
り
入
れ
て
い
る
関
空
で
は
、
フ
ロ
ア
を
移

る
だ
け
で
国
内
各
都
市
、
そ
し
て
世
界
の
国
々
へ

結
ば
れ
る
利
便
性
を
追
求
し
た
海
上
空
港
で
し
た
。

昨
年
度
の
利
用
者
数
は
約
２
８
８
０
万
人
で
、
発

着
回
数
は
約
18
万
８
０
０
０
回
。
２
０
１
７
年
の

訪
日
外
国
人
の
28
％
が
成
田
よ
り
、
26
％
が
関
空

よ
り
入
国
す
る
拠
点
と
成
長
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
先
般
の
台
風
21
号
の
直
撃
に
よ
り
、

こ
の
空
港
の
冠
水
被
害
や
地
盤
沈
下
な
ど
、
関
空

特
有
の
も
ろ
さ
が
露
呈
さ
れ
ま
し
た
。
完
成
以
来
、

Ａ
滑
走
路
は
約
３
メ
ー
ト
ル
、
Ｂ
滑
走
路
は
約
４

メ
ー
ト
ル
沈
下
し
、
当
初
の
想
定
潮
位
を
超
え

る
海
水
に
よ
り
、「
空
の
港
」
が
「
海
の
港
」
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
空
の
玄
関
で
あ
る
こ
の
空
港
の
一
日
も

早
い
復
旧
は
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
大
阪
で
の
開
催
を
め
ざ
す
万
博
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。

　

日
本
の
安
全
神
話
を
一
日
も
早
く
取
り
戻
す
た

め
に
も
、
冒
頭
の
小
倉
さ
ん
の
「
読
者
の
手
紙
」

を
関
係
者
に
送
付
い
た
し
た
く
思
い
ま
す
。

お
く
り
も
の

阿
南
第
一
中
学
校
へ

●
ピ
ア
ノ

上
中
町　

土
肥 
儀　

様
か
ら

学
校
教
育
充
実
の
た
め

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
権
教
育・啓
発

阿
南
市
人
権
施
策
基
本
方
針
進
捗

状
況
及
び
阿
南
市
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
に
基
づ
く
施
策
の
推
進

状
況（
30
年
度
版
）を
公
表
し
ま
す

　

人
権
・
男
女
参
画
課
、
各
住
民

セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
、
各
公
民
館
、

各
隣
保
館
、
各
教
育
集
会
所
で
そ

れ
ぞ
れ
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
期
間　
10
月
15
日
㈪
～
平
成

31
年
３
月
29
日
㈮　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
、
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
、

年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
平
成
31

年
１
月
３
日
）
を
除
く
。

第
４
回
阿
南
市

人
権
教
育
・
啓
発
市
民
講
座

日
時　
10
月
16
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

演
題　
「
子
ど
も
虐
待
～
大
阪
で

の
取
り
組
み
か
ら
、
子
ど
も
の
権

利
を
考
え
る
～
」

講
師　
一
般
社
団
法
人　
ｏ
ｆ
ｆ

ｉ
ｃ
ｅ　

ド
ー
ナ
ツ
ト
ー
ク　

と

く
し
ま
開
設
準
備
担
当　

辻
田
梨

紗
さ
ん

※
託
児
あ
り
。
10
月
９
日
㈫
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

資
源
ご
み・粗
大
ご
み
の

持
ち
去
り
防
止
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

近
年
、
資
源
ご
み
等
の
持
ち
去

り
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

持
ち
去
り
防
止
の
た
め
、
資
源
ご

み
等
の
収
集
日
に
は
、
で
き
る
限

り
収
集
開
始
の
午
前
８
時
直
前
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
収
集
場
所
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。

資
源
ご
み
の
集
団
回
収
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
を
防
止

す
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
お
近

く
の
町
内
会
や
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
の
市
に
登
録
さ
れ
て
い
る
団

体
が
行
っ
て
い
る
資
源
ご
み
の
回

収
運
動
を
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

環
境
管
理
課

（
☎
22

－

３
７
９
４
）
へ

～ 

人
を
励
ま
す
読
者
の
手
紙 

～
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パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

「
介
護
」に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
家
庭
内
で

も
地
域
で
も
男
女
を
問
わ
ず
介
護

を
行
う
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

介
護
と
上
手
に
つ
き
あ
う
た
め

の
基
礎
的
な
知
識
や
、
介
助
の
方

法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
程

▼
１
回
目
「
知
識
編
」：
10
月
23

日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

（
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

研
修
室

う
め
）

▼
２
回
目
「
技
術
編
」：
11
月
８

日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

（
ひ
ま
わ
り
会
館
１
階 

健
康
ル
ー

ム
）

※
２
回
目
は
、
簡
単
な
実
技
（
介

護
用
品
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
の

講
習
等
）
が
あ
り
ま
す
。
動
き
や

す
い
服
装
で
お
越
く
だ
さ
い
。

講
師　
東
部
高
齢
者
お
世
話
セ
ン

タ
ー
職
員
、阿
南
名
月
苑
職
員
他

定
員　
30
人（
男
女
問
い
ま
せ
ん
）

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
、
は
が
き
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
10
月
19
日
㈮

男
性
料
理
教
室
（
後
期
）

　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
家
庭
か

ら
。男
性
の
皆
さ
ん
、簡
単
な
料
理

か
ら
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　
10
月
30
日
㈫
、
11
月
６
日

㈫
、
20
日
㈫
、
12
月
４
日
㈫
、
18

日
㈫

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
３
階　

グ

ル
メ
ル
ー
ム

定
員　
先
着
30
人

参
加
費　
１
回
５
０
０
円
（
材
料

費
と
し
て
当
日
集
金
）

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
、
は
が
き
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
10
月
１
日
㈪
～
12
日

㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
〒
７

７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町
ト
ノ

町
12
番
地
３　

男
女
共
同
参
画
室

（
☎
22

－

７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
２

２

－

４
７
８
５
）
へ

国民健康保険加茂谷診療所および同伊島診療所に勤務する医師を募集します。
受付期間　10月19日㈮まで
申込方法　所定の「申込書」に必要事項を記入の上、人事課へお申し込みください。郵便の場合は必
ず「書留郵便」で申し込んでください。10月19日㈮消印有効です。

「選考案内」、「申込書」等は人事課で配付します。また、市ホームページからダウンロードできます。
募集人員　１人

※受験資格、申込方法などくわしくは、市ホームページまたは選考案内をご覧ください。　
問い合わせは　人事課（☎22－1112）へ

採用区分 募集人員 応　募　資　格

特定任期付職員
【医師】 1 人

①医師国家資格を有し、勤務医としての経験があること

②地方公務員法第16条に定める欠格条項のいずれにも該当しないこと

③日本国籍を有すること

阿南市職員（特定任期付職員【医師】）を募集します

日時　10月28日㈰　9:30～14:00（小雨決行）
場所　スポーツ総合センター
内容　こどもの発表、こどもの遊び、こどもの実験・観察、

こどものものづくり、こどもの体験、特別イベント

サブアリーナでは、保幼小中の園児・児童・生徒による発
表、メインアリーナではこどもの遊びや体験などたくさん
のブースがあります。屋外ではミニ機関車に乗ったり、制
服を着てパトカーや消防車に乗ったりすることができます。
※駐車場に限りがあります。乗り合わせてお越

しください。
※上ぐつをご持参ください。
問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）へ

みんなの笑顔　広がれ！
～見て　さわって　楽しくチャレンジ !! ～

第16回

阿南市こどもフェスティバル

きてね！

入場無料
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阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
を
募
集
し
ま
す

採
用
予
定
人
員　
１
人
程
度

応
募
資
格

次
の
条
件
を
す
べ
て
み
た
す
方

・
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生　

ま
れ
た
方

・
社
会
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門　

員
、
保
健
師
、
看
護
師
、
精
神　

保
健
福
祉
士
の
う
ち
い
ず
れ
か　

の
資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は　

福
祉
関
係
相
談
業
務
に
３
年
以　

上
従
事
し
て
い
た
方

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す　

る
方

採
用
予
定
日　
平
成
31
年
４
月
１
日

申
込
方
法　
「
受
験
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
阿
南
市

社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
ま

で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
く
わ
し
く
は
、「
職
員
採
用

試
験
要
項
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
「
受
験
申
込
書
」
お
よ
び
「
職

員
採
用
試
験
要
項
」
は
、
地
域
福

祉
課
で
お
渡
し
し
ま
す
（
土
、
日
、

祝
日
を
除
く
）。
ま
た
は
、
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
10
月
１
日
㈪
～
19
日
㈮

第
１
次
試
験
日　
11
月
４
日
㈰

第
２
次
試
験
日　
11
月
23
日
㈷

第
１
次
試
験
内
容　
教
養
・
適
性

試
験
お
よ
び
小
論
文

第
２
次
試
験
内
容　
面
接

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
社
会
福

祉
協
議
会（
☎
23

－

７
２
８
８
）へ

不
動
産
の
無
料
相
談
会

　

適
正
な
地
価
形
成
や
地
価
情
報

の
普
及
等
の
た
め
「
不
動
産
鑑
定

士
に
よ
る
不
動
産
の
価
格
に
関
す

る
無
料
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
５
日
㈮　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

場
所　
阿
南
市
商
工
業
振
興
セ
ン

タ
ー
１
階　

地
域
産
業
開
発
室

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
（
☎
０
８
８

－

６
２

３
－

７
２
４
４
）
ま
た
は
企
画
政

策
課
（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

放
置
船
舶
の
保
管
に
つ
い
て

　

放
置
船
舶
を
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

所
有
者
は
、
所
有
権
の
権
原
を

有
す
る
書
面
を
用
意
し
て
い
た
だ

き
、土
木
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

船
舶
の
種
類　
汽
船
（
プ
レ
ジ
ャ

ー
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
）：
寸
法
（
全

長
×
幅
×
深
さ
）
７
・６
ｍ
×
２
・

１
ｍ
×
１
・
１
ｍ
、
白
色 

1
隻

保
管
場
所　
椿
町
小
曲
り　

曲
漁

港保
管
開
始
日
時　
8
月
29
日
㈬

午
前
10
時

保
管
期
限　
平
成
31
年
３
月
１
日

㈮問
い
合
わ
せ
は　
土
木
課
（
☎
22

－

９
５
９
６
）
へ

平成31年
阿南市成人式のご案内

日時　平成31年１月13日㈰　
　　　13:00～（受付:12:30～）
場所　スポーツ総合センター（サンアリーナ）
※くわしくは、広報あなん11月号でお知らせし

ます。
☆高校生スタッフ募集中！
問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）へ

フ
ァ
ス
ト
●

フ
ー
ド
店

コ
ン
ビ
ニ
●

▲
小
松
島
市

美
波
町
▼

●
電
機
店

●
病
院

●
製
紙
工
場

阿南市スポーツ
総合センター
（サンアリーナ）

55

申込み・問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290・FAX22−0075）へ
e-mail:shoukou@anan.i-tokushima.jp

平成30年度阿南市サテライトオフィス推進事業　テレワーカー育成講座⑵
在宅で仕事！ゼロから身につけるパソコンスキル！

◎講座申込みには説明会への参加が必要となります。

日時　11月13日㈫、17日㈯
　　　10:00～（30分程度）
場所　あなんスマート・ワークオフィス

（那賀川町上福井南川渕14番地１
科学センター敷地内）

講師　NPO法人 チルドリン徳島　
申込締切日　11月９日㈮

テレワーカー育成講座⑵
説明会開催 日時　11月27日㈫ 、12月４日㈫ 、11日㈫、 18日㈫　

9:30～13:00（昼食はご持参ください）
場所　あなんスマート・ワークオフィス　　受講料　無料
対象者　阿南市在住または市内企業（学校）に勤務（通学）さ

れている方
準備物　パソコン（貸し出しも一部可能です。申し込み時にご

相談ください）
その他　講義時には託児サービスも実施予定です。申込方法な

ど詳細については説明会にてご説明します。
申込締切日　11月20日㈫（応募者多数の場合は抽選とします）

テレワーカー育成講座⑵
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も
う
す
ぐ
60
歳
に
な
り

ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
る
資
格
期
間
を
満
た

し
て
い
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
に
な
る
ま
で
公
的
年
金
に
加
入

し
て
、
原
則
と
し
て
最
低
10
年
間

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
（
免
除
・
納
付
猶
予
期
間
を

含
む
）。

　

あ
な
た
の
よ
う
に
、
受
給
資
格

期
間
が
10
年
を
満
た
し
て
い
な
い

人
や
、
10
年
以
上
あ
る
が
満
額
と

な
る
40
年
に
満
た
ず
年
金
額
を
増

や
し
た
い
人
な
ど
は
、
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、

70
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
年
金
の

受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で
、

特
例
的
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
手
続
き
は
、
60
歳
に

到
達
し
た
日
以
降
、
任
意
加
入
の

申
出
書
と
口
座
振
替
の
申
出
書
の

両
方
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

阿南市と（公財）徳島産業振興機構（徳島県よろ
ず支援拠点）は、中小企業の振興に関して連携お
よび協力を深めるため、協定を締結し、中小企業・
小規模事業者の皆さんの起業からＩＴ活用、販路
相談、施策活用などさまざまな経営相談を行って
います。経営上の相談がある方は、お気軽にご連
絡ください。
●県南部サテライト相談所
日時　10月10日㈬、11月14日㈬、12月12日㈬
　　　10:00～16:00
※前日までに徳島県よろず支援拠点にご予約くだ

さい。
※毎月第２水曜日に開催します。
場所　南部総合県民局阿南庁舎３階　協議室
問い合わせは　徳島県よろず支援拠点（☎088−

676−4625）または商工観光労
政課（☎22−3290）へ

中小企業の経営相談会のご案内

行政相談週間

～あなたの声をお聞かせください～

10月15日㈪～21日㈰は「行政相談
週間」です。
市では、行政相談委員が無料で相談
に応じます。
国の行政の制度や仕組みが分からな
いなど、お気軽にご相談ください。
秘密は固く守られます。

10月18日㈭ 

 9:30～11:30 羽ノ浦公民館

 9:30～11:30 那賀川支所

13:30～15:30 加茂谷公民館

13:30～15:30 橘公民館

問い合わせは　
市民生活課（☎22−1116）へ

キャッチボールクラシックとは９人で１チームを５人と４
人に分け、リレー形式でキャッチボールを２分間に何回で
きるか競う競技です。各カテゴリーの優勝・準優勝チーム
は12月９日㈰にこまつドーム（石川県小松市）で開催さ
れる全国大会の出場資格を与えられます。
日時　11月10日㈯　13:30～16:00
場所　あななんアリ―ナ（南部健康運動公園内）
対象　▶小学生９人で編成のチーム
　　　▶中学生９人で編成のチーム
参加費　無料
持参物　グローブ、ボール（日頃使っているボール）
当日の服装　野球のユニホーム、シューズ
申込方法　10月26日㈮までに野球のまち推進課へお申し

込みください。
問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

キャッチボールクラシック
全国大会徳島県予選
出場チームを募集

◆法定検査
浄化槽を設置している場合は、法律により１年に１回、放流水の水質
検査を受検することが義務づけられています。
この検査は、徳島県知事が指定した機関である（公社）徳島県環境技術
センターが実施しますので、通知があった場合は必ず受検してください。
今年度は、10月29日㈪から11月9日㈮の期間で法定検査を実施します。
※浄化槽法改正（平成18年２月１日）により、未受検者には罰則規

定が設けられています。
◆保守点検

浄化槽の保守点検は、２～４カ月に１回以上実施しなければなりません。
この保守点検を行うためには専門的な知識や器具が必要ですので、県
知事に登録した専門業者に委託して実施してください。

◆清掃
浄化槽の清掃は１年に１回以上実施することが義務づけられています。
市町村長が 許可した業者に委託してください。

問い合わせは　公益社団法人徳島県環境技術センター （☎088−636−
1234）または環境保全課（☎22−3413）へ

10月１日は「浄化槽の日」です
年１回は浄化槽の水質検査を
受けましょう！
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円（
56.1％） 

依
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1億
5,

94
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円（

43.9％） 

市税
140億160万円

（40.6％）
歳入合計

345億1,257万円
（100％）

0

20

40

60

80

100

国有提供施設等所在市町村助成交付金
80万円（0.0％） ２．歳入の概況

交通安全対策特別交付金
700万円（0.0％） 
地方特例交付金
782万円（0.0％） 
ゴルフ場利用税交付金
2,422万円（0.1％） 
利子割交付金
2,454万円（0.1％） 
自動車取得税交付金
5,283万円（0.2％） 
株式等譲渡所得割交付金
7,707万円（0.2％） 
配当割交付金
7,783万円（0.2％） 
地方譲与税
3億1,646万円（0.9％） 
地方消費税交付金
13億367万円（3.8％） 
市債
23億160万円（6.7％） 
県支出金
24億2,304万円（7.0％） 
地方交付税
42億2,662万円（12.2％） 
国庫支出金
43億1,596万円（12.5％） 

寄附金 4,172万円（0.1％）
財産収入 4,724万円（0.1％）

分担金及び負担金　 4億789万円（1.2％）
使用料及び手数料 　4億3,454万円（1.3％）

諸収入 8億1,725万円（2.4％）
繰越金 　15億9,478万円（4.6％）
繰入金1　　20億809万円（5.8％）

市税総額
140億160万円

（100％）

市民税
53億984万円
（37.9％）

償却資産
38億8,812万円

（27.8％）

３．市税の内訳

鉱産税
7万円（0.0％）

軽自動車税
2億4,229万円

（1.7％）
市町村たばこ税
4億7,623万円

（3.4％）
法人

19億8,717万円
（14.2％）

家屋
25億3,836万円

（18.1％）

土地
15億1,020万円

（10.8％）

交付金
3,649万円

（0.3％）

個人
33億2,267万円

（23.7％）

固定資産税
79億7,317万円

（57.0％）

１．決算収支の概況
歳　入　総　額　　　　　A 345億1,257万円

歳　出　総　額　　　　　B 327億7,227万円

歳入歳出差引額（A－B）	C 17億4,030万円

翌年度へ繰り越すべき財源D 15億5,174万円

実　質　収　支（C－D） 1億8,856万円

平成29年度決算概況と
平成30年度財政事情のあらまし
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平
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30
年
10
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１
日
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南
市
長　

岩
浅　

嘉
仁
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※４定額資金運用基金 4億6,730万円

※３特定目的基金 40億5,804万円

※２減債基金 35億5,553万円

※１財政調整基金 125億2,359万円

（億円）

労働費	2,161万円（0.1％）	

▼

目
的
別
（
行
政
目
的
別
に
分
類
し
た
も
の
）

災害復旧費	4,675万円（0.1％）	
議会費	2億9,180万円（0.9％）	
商工費	3億4,709万円（1.1％）	
農林水産業費	8億2,370万円（2.5％）	
消防費	12億1,718万円（3.7％）	
土木費	16億4,759万円（5.0％）	

公債費	31億5,702万円（9.6％）	

諸支出金	31億9,648万円（9.8％）	

教育費	33億2,757万円（10.2％）	

総務費	36億4,863万円（11.1％）	

衛生費	46億4,886万円（14.2％）	

民生費	103億9,799万円（31.7％）	

▼

性
質
別
（
経
済
的
性
質
を
基
準
に
分
類
し
た
も
の
）

積立金	1億4,724万円（0.4％）	
維持補修費	2億2,129万円（0.7％）	
貸付金	6億9,000万円（2.1％）	

補助費等	28億1,638万円（8.6％）	

繰出金	28億3,984万円（8.7％）	

※
投資的経費	48億4,472万円（14.8％）	

物件費	48億7,275万円（14.9％）	

※
義務的経費
163億4,005万円
（49.8％）

公債費
31億5,702万円	
（9.6％）	

扶助費
60億4,877万円	
（18.4％）	

人件費
71億3,426万円
（21.8％）	

４．歳出の概況
　　歳出合計　327億7,227万円

※投資的経費とは…大部分が公共事業にあたる「普通建設事業費」で施設整備
等に支出されます。次年度以降も支出の効果がある経費で
す。

※義務的経費とは…職員の給与などの「人件費」や生活保護などの「扶助費」、
地方債の元利償還費である「公債費」などで、支出が義務
付けられている経費です。

８．市債現在高の状況
一般会計市債現在高
（平成29年度末） 341億3,974万円

市民1人当たりの
市 債 の 残 高 462,385円

９．行政財産の状況
（平成30年３月31日現在）　

土　　　	地 1,992,944㎡

建物延面積合計
419,011㎡

木造建物
（延面積） 10,820㎡

非木造建物
（延面積） 408,191㎡

※１　財政調整基金………年度間の財源の不均衡を調整するために設置される
基金。

※２　減債基金……………公債費の償還を計画的に行うために設置される基金。
※３　特定目的基金………特定の目的に対して資金を積み立てるために設置さ

れる基金。
※４　定額資金運用基金…特定の目的に対して定額の資金を運用するために設

置される基金。

６．市税負担の概況

市税総額
140億160万円

〔市民１人当たり〕

189,636円

〔１世帯当たり〕

455,070円

７．行政経費支出の概況

歳出総額
327億7,227万円

〔市民１人当たり〕

443,864円

〔１世帯当たり〕

1,065,141円

人口73,834人　世帯数30,768世帯　（平成30年３月31日現在）

５．投資的経費の内訳

土木費
9億8,855万円
（20.4％） 

農林水産業費
1億2,273万円

（2.5％） 

衛生費
18億9,709万円

（39.2％） 

消防費
1億6,609万円

（3.4％） 

教育費
7億3,842万円

（15.2％） 

災害復旧費 
4,675万円（1.0％） 

商工費 8,574万円（1.8％） 

民生費
2億9,763万円

（6.1％） 

総務費
5億172万円

（10.4％） 
総額

48億4,472万円
（100％）

10.	基金の状況
（平成30年３月31日現在高）　
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平成30年度　一般会計予算の執行状況 平成30年８月31日現在
歳　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　出

区　　　　　分 予　算　額 収	入	済	額 区　　　　　分 予　算　額 支	出	済	額
市 税 133億4,887万円 72億5,150万円 議 会 費 3億1,475万円 1億5,130万円
地 方 譲 与 税 3億2,700万円 6,852万円 総 務 費 30億7,561万円 11億9,611万円
利 子 割 交 付 金 1,600万円 1,128万円 民 生 費 101億5,574万円 38億8,468万円
配 当 割 交 付 金 5,900万円 2,057万円 衛 生 費 66億4,163万円 12億1,315万円
株式等譲渡所得割交付金 6,300万円 0 労 働 費 2,218万円 942万円
地 方 消 費 税 交 付 金 13億1,100万円 3億2,791万円 農 林 水 産 業 費 10億2,026万円 1億4,576万円
ゴルフ場利用税交付金 2,600万円 947万円 商 工 費 2億8,536万円 1億1,108万円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 5,200万円 1,783万円 土 木 費 35億4,025万円 7億4,679万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 85万円 0 消 防 費 13億6,787万円 4億1,127万円
地 方 特 例 交 付 金 3,000万円 455万円 教 育 費 56億831万円 15億6,826万円
地 方 交 付 税 32億5,500万円 17億240万円 災 害 復 旧 費 1,320万円 0
交通安全対策特別交付金 950万円 0 公 債 費 30億9,134万円 1,951万円
分 担 金 及 び 負 担 金 3億9,747万円 1億2,363万円 諸 支 出 金 39億1,543万円 10億8,067万円
使 用 料 及 び 手 数 料 4億4,532万円 1億6,983万円 予 備 費 3,000万円 0
国 庫 支 出 金 51億8,456万円 12億7,865万円
県 支 出 金 23億8,102万円 4,013万円
財 産 収 入 1,036万円 1,298万円
寄 附 金 101万円 440万円
繰 入 金 35億8,316万円 0
繰 越 金 15億5,174万円 17億4,029万円
諸 収 入 8億257万円 5,284万円
市 債 62億2,650万円 0

合　　　　計 390億8,193万円 128億3,678万円 合　　　　計 390億8,193万円 105億3,800万円

特 別 会 計 の 概 況
平成29年度決算（見込）の状況 会　　計　　名

平成30年度予算の執行状況
（８月31日現在）

歳　入　額 歳　出　額 差　引　額 歳　入　額 歳　出　額
445万円 299万円 146万円 住宅新築資金等貸付事業特別会計 657万円 40万円
36万円 0 36万円 加茂谷財産区運営事業特別会計 36万円 0

178万円 0 178万円 伊島財産区運営事業特別会計 182万円 0
90億3,224万円 88億7,539万円 1億5,685万円 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 27億2,522万円 21億5,504万円

8,454万円 7,669万円 785万円 加 茂 谷 診 療 所 事 業 特 別 会 計 2,588万円 2,475万円
1,210万円 1,210万円 0 伊 島 診 療 所 事 業 特 別 会 計 172万円 453万円

5億8,350万円 5億8,009万円 341万円 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 3,752万円 4,521万円
81億5,531万円 79億822万円 2億4,709万円 介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 34億6,627万円 26億6,954万円

1,085万円 981万円 104万円 伊島地区生活排水処理事業特別会計 216万円 164万円
3億5,837万円 3億5,499万円 338万円 学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 1億1,005万円 9,790万円

1,153万円 1,153万円 0 奨 学 資 金 貸 付 事 業 特 別 会 計 1,354万円 267万円
4,884万円 3,967万円 917万円 春日野地域下水道事業特別会計 1,603万円 546万円

1億3,763万円 1億3,763万円 0 羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1,511万円 1,120万円
620万円 313万円 307万円 豊香野地区生活排水処理事業特別会計 435万円 119万円

10億4,708万円 10億2,689万円 2,019万円 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億4,118万円 1億9,557万円
1,768万円 1,324万円 444万円 西春日野生活排水処理事業特別会計 710万円 164万円

－ － － 夜間休日診療所事業特別会計 0 97万円

水 道 事 業 会 計 の 概 況
平　成　29　年　度　決　算　の　状　況

予　定　額 収　入　額 比　率 予　定　額 支　出　額 比　率
収益的収入 18億1,056万円 17億1,770万円 94.9% 収益的支出 14億9,520万円 13億4,952万円 90.3%
資本的収入 　9億1,531万円 　1億7,799万円 19.4% 資本的支出 15億5,208万円 7億3,289万円 47.2%

平成29年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率は広報あなん11月号で掲載します。
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平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算
に
お
け
る
歳
入
総
額
は

90
億
３
２
２
４
万
円
（
対
前
年
度
比

２
・
86
％
減
）、
歳
出
総
額
は
88
億
７

５
３
９
万
円
（
対
前
年
度
比
１
・
86
％

減
）
で
収
支
差
引
は
、
１
億
５
６
８
５

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
国
民
健
康

保
険
税
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

国
・
県
支
出
金
、
さ
ら
に
は
、
前
期
高

齢
者
や
退
職
被
保
険
者
の
医
療
費
等
に

応
じ
て
被
用
者
保
険
か
ら
交
付
さ
れ
る

前
期
高
齢
者
交
付
金
、
療
養
給
付
費
等

交
付
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
南
市
の
国
民
健
康
保
険
税
（
現
年

度
）
の
収
納
率
は
95
・
21
％
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
０
・
68
％
増
加
し
ま
し

た
。
国
民
健
康
保
険
は
、
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
で
支
え
あ
っ
て
成
り
立
つ
制
度

で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の
安
定

し
た
運
営
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
も
、
国
民
健
康
保
険
税

の
完
納
に
つ
い
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

平成29年度

国民健康保険事業
特別会計
決算概況

平成29年度	歳入・歳出の主な割合

平成29年度	保健事業の実施状況等

１人当たり総医療費
（療養諸費費用額）
401,339円

（前年度比13,451円増）

１人当たり国保税
（現年度の調定額）
92,324円

（前年度比96円減）
※財政調整基金の保有額176円

被保険者数と世帯数（年度平均）

被保険者数 15,667人　
（前年度比886人減）

世　帯　数  9,634世帯
（前年度比338世帯減）

保険税収納額と保険給付費等の推移

25年度

単位：万円

100000.000000

116666.666016

133333.332031

149999.998047

166666.664062

183333.330078

199999.996094

25000.000000

120833.335938

216666.671875

312500.007812

408333.343750

504166.679688

介護納付金

後期高齢者支援金

保険給付金

保険税収入額

26年度

44,736

95,088

558,076

143,787

★

27年度

42,954

95,208

552,832

149,013

★

28年度

97,039

553,901

143,006

★

38,283

91,633

537,703

151,632

★

33,552

29年度

87,152

529,593

144,815

★

32,103
介護納付金

後期高齢者支援金

保険税収納額

保険給付費

25000

35000

45000

55000

65000

75000

85000

40000.000000

73333.332031

106666.664062

139999.996094

173333.328125

206666.660156

239999.992188

歳入 歳出

①医療保険者間の前期高齢者（65歳以上75歳未満）の偏在による不均
衡を是正するため、前期高齢者加入率が全保険者平均を上回るときに
交付される交付金

②県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費等につい
て費用負担を調整するための交付金

③国が支出する負担金や交付金
④納めていただいた国保税　　⑤一般会計からの繰入金
⑥県からの支出金
⑦前年度からの繰越金
⑧退職者医療制度対象者の医療費等を賄う交付金
⑨第三者納付金、人間ドック実費徴収金など

⑩主に医療費等の支払いに充てる費用
⑪県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費等につい

て費用負担を調整するための拠出金
⑫後期高齢者医療制度運営のための支援金
⑬介護保険の運営のための納付金
⑭事務費など
⑮人間ドック助成費、特定健診に係る費用など

※四捨五入の関係で総計が100％にならない場合があります。

①
前期高齢者交付金

22億903万円
（24.5%）

⑩
保険給付費 

52億9,593万円
（59.7%）

⑪
共同事業拠出金
21億4,398万円

（24.2%）

⑫ 後期高齢者支援金等
8億7,152万円（9.8%）

②
共同事業交付金
20億9,949万円

（23.2%）
③

国庫支出金
17億1,289万円

（19.0%）

④
国民健康保険税
14億4,815万円

（16.0%）

⑤ 繰入金
6億2,393万円（6.9%）

⑮ その他　1億4,709万円（1.7%）⑧ 療養給付費等交付金 1億1,800万円（1.3%） ⑨その他　2,197万円（0.2%） ⑭ 総務費　9,584万円（1.1%）

⑬ 介護納付金
3億2,103万円（3.6%）

⑦ 繰越金
2億5,425万円（2.8%）
⑥ 県支出金
5億4,453万円（6.0%）

合　計
90億3,224万円

合　計
88億7,593万円

定員 受診者
日帰り人間ドック 360人 354人
脳ドック 110人 108人

受診者および実施者
特定健康診査 4,100人
特定保健指導 817人

問い合わせは　
保険年金課

（☎22−1118）へ
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人
口
の
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、

今
後
も
医
療
費
の
増
加
が
続
く
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

医
療
費
を
適
正
に
使
う
た
め
に
、
日
頃
か

ら
上
手
な
受
診
と
健
康
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
は
、

公
費
や
現
役
世
代
の
支
援
金
と
と
も
に
大
切
な

財
源
と
な
り
ま
す
。

上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

・
急
病
な
ど
の
場
合
を
除
き
、
時
間
外
や
休
日
の
受
診

を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
お
医
者
さ
ん
の
か
け
も
ち
（
は
し
ご
受
診
・
重
複
受
診
）

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
て
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課
（
☎
22
ー
８
０
６
４
）
へ

入院
56億8,042万円

（49.1％） 

調剤
13億81万円
（11.2％） 

入院外
36億4,724万円

（31.5％） 

歯科
4億2,394万円（3.7％） 

食事療養費
3億4,734万円（3.0％） 

現金給付　8,943万円（0.8％） 
訪問看護　7,790万円（0.7％） 

合　計
115億6,708万円 

0 200000 400000 600000 80000010000001200000

0 20億 40億 60億 80億 100億

25年度

26年度

103億5,459万円

27年度

104億2,864万円

28年度

109億2,334万円

110億4,915万円

29年度 115億6,708万円
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0
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（円）
120万

903,542

27年度

905,421

28年度

939,157 935,892

29年度

965,130

25年度

10,500

0

11,000

11,500

（人）
12,500

10,000

12,000

26年度

11,460

27年度

11,518

28年度

11,631
11,806

29年度

11,985

120億（円）

医　療　費 被保険者数 １人当たり費用額

後期高齢者医療費の状況

阿南市における最近の後期高齢者医療費等の推移

平成29年度

後期高齢者医療
の概況

　

第
５
次
阿
南
市
行
財
政
改
革
に
お
け
る
平
成
29
年
度
決

算
見
込
み
に
基
づ
く
取
組
実
績
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
計
画
ご
と
の
実
績
等
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
企
画
政
策
課
（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

第
５
次
阿
南
市
行
財
政
改
革 （
Ｈ
29
～
Ｈ
32
）

平
成
29
年
度
の
取
組
実
績

実施計画数　80項目
年度目標達成度　87％　※ほぼ達成を含む

財政効果額　353,827千円
（計画額比103,381千円の増）

主な成果（平成27年度比）
＊時間外勤務の縮減　12,252千円
＊定員適正化の推進　51,424千円
＊市税の収納率の維持・向上　19,057千円
＊水道事業会計の経営の健全化　224,024千円
＊文化施設への指定管理者制度の導入　17,102千円
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529

「
故
郷
に
感
謝
」

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
習
慣
と
な
っ
て
い
る

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
町
内
の

各
所
を
歩
き
、
記
憶
に
あ
る
風

景
と
の
違
い
を
探
す
も
ほ
と
ん

ど
変
化
の
な
い
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
最
近
は
異
常
気
象
等
で

全
国
に
被
害
が
発
生
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
当
地
は
比
較

的
平
穏
で
、
し
か
も
温
暖
な
こ

と
も
あ
り
、
最
高
の
居
住
地
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
も
な
く
後
期
高
齢
者
の
仲

間
入
り
を
す
る
私
に
と
っ
て
、

当
地
が
永
住

の
地
に
な
る

こ
と
は
こ
の

上
な
い
喜
び

で
す
。
高
齢

の
私
に
は
地

域
の
た
め
に

で
き
る
こ
と

は
少
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

地
域
の
皆
さ
ま
に
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
当

地
の
恩
恵
に
感
謝
し
な
が
ら
、

充
実
し
た
余
生
を
過
ご
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
は
、
上
中
町
の
田
上
隆
敏

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

昭
和
39
年
、
高
校
卒
業
と
と
も

に
故
郷
を
離
れ
て
約
50
年
…
。

　

長
年
の
仕
事
か
ら
も
リ
タ
イ
ア

し
、
高
齢
の
母
親
の
介
護
の
必
要

も
あ
っ
て
、
福
井
町
の
実
家
に
帰

っ
て
き
ま
し
た
。

　

帰
っ
た
当
初
は
ま
さ
に
浦
島
太

郎
状
態
。
約

半
世
紀
の
時

間
の
経
過
を

痛
感
し
、
日

頃
は
外
出
も

せ
ず
、
母
親

と
の
二
人
暮

ら
し
で
は
ほ

と
ん
ど
会
話
も
な
く
、
一
人
読
書

を
し
、「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」
を
聞

く
毎
日
で
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
従
姉
の
勧
め
も
あ

り
、
シ
ル
バ
ー
大
学
校
阿
南
校
に

入
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卒
業
後
も
Ｏ
Ｂ
会
活
動
に
参
加
し
、

公
民
館
・
文
化
会
館
等
の
開
放
講

座
に
も
参
加
す
る
な
ど
し
て
地
元

の
友
人
も
次
第
に
で
き
る
よ
う
に

日時　10月７日㈰　13:30～16:00
場所　ロイヤルガーデンホテル（富岡町あ王谷52番地2）
講師　めぐみ在宅クリニック　院長　小澤竹俊さん
演題　「死を前にした人にあなたは何ができますか？　

～住み慣れた地域で人生の最期まで過ごせる社会を
目指して～」

※申込み不要、参加費無料
問い合わせは　介護・ながいき課（☎22−1793）へ

最近体の調子はどうですか。関節の痛みや動きがよくなかっ
たり、もやもやしたものを抱えていませんか。スローフロー
ヨガでのんびりと体を動かしながら、体と心の調子を整え、
心身ともにリフレッシュしましょう。
日時　10月25日㈭　19:30～20:30
場所　サンアリーナ（スポーツ総合センター）サブアリーナ
対象　18歳以上
インストラクター　中崎　優（IYCヨガベーシックSLOW-
FLOW YOGA指導資格認定インストラクター）
料金　500円　
　　　※サンアリーナ温水プールの定期券も利用できます。
定員　30人
申込方法　10月２日㈫　10:00から受付を開始します。

（定員になり次第締め切り）
※電話での申込みも受け付けます。

持参物　飲み物、タオル、ヨガマット
※ヨガマットをお持ちでない方は貸出します。
※当日は動きやすい服装でお越しください。
問い合わせは　七見町下川田100番地１　

サンアリーナ温水プール（☎22−8733）へ

全国地域安全運動
犯罪のない安全安心な町づくりを実現するため、「全国地
域安全運動」を実施します。
この運動は、地域安全に関する機関・団体および警察が、
期間を定めて地域安全運動を強化し、安心して暮らせる町
づくりの実現を図ることを目的としています。
実施期間　10月11日㈭～20日㈯の10日間
運動重点　子どもと女性の犯罪被害防止
　　　　　特殊詐欺の被害防止
　　　　　自転車盗の被害防止
問い合わせは　阿南警察署（☎22−0110）へ

阿南警察署だより

あぶない !こんなに事故が
交通事故

件　　数
死　　者
負 傷 者

232件（1,715）
0人（	 		 	 2）
20人（		 175）

救　　急 件　　数
搬送人員

305件（2,258）
296人（2,169）

火　　災 件　　数
損 害 額

3件（18）
0千円（83,741千円）

●阿南署管内平成30年８月分合計。カッコ内は平成30年の合計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

かもだ岬温泉保養施設 在宅医療・介護市民講座のご案内

スローフローヨガ

かもだ岬温泉は県内屈指の天然温泉で
す。ゆったりとおくつろぎください。

【10月の休館日】
１日㈪、９日㈫、15日㈪、22日㈪、29日㈪
※26日㈮は風呂（ふろ）の日です。一般入浴料半額
問い合わせは　かもだ岬温泉保養施設（☎21−3030）へ

福井町
大津 寛さん
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セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

10月の日程

○阿南市中学校新人戦
　５日㈮～７日㈰

○徳島県高校軟式野球秋季大会
　13日㈯、20日㈯

○野球観光ツアー　14日㈰　10:00～

○第４回徳島県500歳野球大会
　21日㈰、28日㈰　9:00～

○少年野球富岡大会　27日㈯

コ
ズ
ミ
ッ
ク・カ
レ
ッ
ジ
（
幼
児
向
け
）

「
宇
宙
モ
ビ
ー
ル
を
作
ろ
う
」

（
有
料
・
要
申
込
）

　

宇
宙
を
テ
ー
マ
に
天
井
か
ら
つ
る
し
て
か
ざ

る
モ
ビ
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
10
月
28
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分

対
象　
就
学
前
の
幼
児
（
３
～
６
歳
）
と
保
護

者

料
金　
２
０
０
円
（
工
作
す
る
お
子
さ
ま
１
人

に
つ
き
）

申
込
方
法　
お
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日　
10
月
４
日
㈭

８月定例会（８月23日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

●教育長報告
①夏期休業日中の児童生徒ならびに教職員の動向につ

いて
②阿南市立中学校における部活動の方針について
③いじめ状況調査の結果について
④いじめ継続指導中の学校訪問について
⑤夏休み明けの生徒指導等について
⑥市中学校陸上競技大会の結果について

●平成30年度全町運動会の日程等について
（生涯学習課）

●平成30年度敬老会の日程等について （生涯学習課）

※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ

「広報あなん」などをテープとＣＤに吹き込んでいただけ
るボランティアを募集します。
活動は月２回で、原稿の読み合わせやテープ・ＣＤへの録
音を行います。あなたの声の力をお貸しください。
※パソコン操作ができる方歓迎
問い合わせは　社会福祉協議会（☎23−7288）へ

●英会話
初級クラスの方から受講できます。
日時　10月17日㈬～毎週水曜日（全８回）19:30～20:45
場所　勤労青少年ホーム
定員　10～15人
受講料　1,000円（前納）
講師　ALT（エイプリル・パーマー）
申込締切日　10月10日㈬
●季節の和菓子作り
ハロウィンにあなたの好きなお菓子を作りましょう。
日時　10月28日㈰　10:00～12:00
場所　勤労青少年ホーム　料理室
持参物　三角巾、エプロン
定員　12人
受講料　300円（前納）
講師　前松堂（勝浦町）　前田道夫さん
申込締切日　10月19日㈮
〈共通事項〉
対象　市内に居住または職場を有する35歳までの勤労青

少年（学生を除く）
※当ホーム未登録者は、利用者協議会費1,000円（年会

費）が必要
申込み・問い合わせは　勤労青少年ホーム（☎42−4572）へ

（受付時間は平日13:00～20:00）

勤労青少年ホーム
短期講座受講者募集

「声の広報」
ボランティア募集
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■みんなで集マルシェ
　20日㈯　10:30～15:00　　　　　　　

ステーションプラザに普段は置いていない特別な商品を
販売します。なかなか出会えない珍しい商品も!?
ぜひお立ち寄りください。

■展示コーナー　10:00～20:00
最終日は展示入れ替えのため15:00までに終了します。
○徳島の景勝　～８日㈪まで
○阿南の夏祭りフォトコンテスト　10日㈬～21日㈰
　初日（10日）は12:00～
○プリザーブドフラワー作品展　23日㈫～11月４日㈰
　初日（23日）は12:00～
■体験コーナー

○ブローチ・ネックレス作り　20日㈯　14:00～15:30
【申込締切日】19日㈮
【参加費】1,800もしくは2,300円　【定員】６人
【持参物】なし（細かい作業なので、メガネ等をお持ち

ください）
○ＬＥＤグラスを作ろう　20日㈯　10:30～15:00
【申込締切日】なし、当日お越しください。
【参加費】500円　【定員】なし
【持参物】なし（使いたいビンがあればお持ちくださ

い）

光 10月の催しのまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！
問い合わせは　光のまちステーションプラザ

（☎24−3141）へ

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
、
小
学
生
か
ら
楽
し
め

る
科
学
実
験
シ
ョ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
程　
毎
週
土
、
日
曜
日　

午
前
11
時
～
11
時

30
分
、
午
後
２
時
20
分
～
２
時
50
分

内
容　
実
験
テ
ー
マ
等
く
わ
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

か
ん
た
ん
！
わ
く
わ
く
工
作

（
無
料
・
申
込
不
要
）

　

幼
児
か
ら
参
加
で
き
る
楽
し
い
科
学
工
作
を

行
い
ま
す
！
ち
び
っ
子
の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

日
程　
10
月
８
日
㈷　

　
　

午
前
の
部
：
午
前
10
時
～
11
時
40
分

　
　

午
後
の
部
：
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

内
容　
糸
電
話
を
作
ろ
う

市民会館は、老朽化および耐震診断の結果を踏まえ、
本年10月１日以降の使用申請の受付を引き続き休止
いたします。皆さまのご理解とご協力をお願いいたし
ます。

問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■	市民会館使用申請受付休止のお知らせ

素晴らしい音楽・舞踊の発表、作者の思いが込められ
た美術作品の展示など、市民のみなさんの文化活動の
成果をお楽しみください。
くわしくは今月号の折込チラシをご覧ください。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■	阿南市市制施行60周年協賛事業
　	平成30年度（第47回）阿南市文化祭
	　開催のご案内

期間　10月16日㈫～11月18日㈮　※月曜日は休館
場所　阿波公方・民俗資料館（那賀川町古津399番地１）
内容　阿波公方が平島（那賀川町）で暮らした時代（戦

国期から近世）の、阿南市内に所在する史跡・
遺跡で出土した遺物および写真を紹介します。

開館時間　9:00～16:30（入館は16:00まで）
入館料　200円（団体は100円：20人以上）
　　　　※11月３日㈷は無料
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■	阿波公方・民俗資料館企画展
	　『阿波公方が暮らした時代の阿南市内の遺跡』

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

10
月
の
休
館
日　

１
日
㈪
、
９
日
㈫
、
15
日
㈪
、
22
日
㈪
、

29
日
㈪

日時　11月11日㈰ 
　　　14:00開演
場所　文化会館（夢ホール）
内容　出演者を公募したピアノを含まない演奏会です。
入場料　無料
問い合わせは　文化会館「みんなでピアノ以外物語係」

（☎23－5599）へ

■	みんなでピアノ以外物語
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幼
稚
園
お
よ
び
保
育
所
に
お
け

る
保
育
料
の
第
２
子
無
料
化

　

平
成
31
年
10
月
に
国
が
実
施
す
る
予
定
の

幼
児
教
育
と
保
育
の
無
償
化
を
、
県
が
前
倒

し
し
て
、
10
月
か
ら
現
在
第
３
子
以
降
を
対

象
と
す
る
保
育
料
無
料
化
の
支
援
助
成
を
第

２
子
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
受
け
、
本
市
は
、

国
の
幼
児
教
育
、
保
育
の
無
償
化
の
枠
組
み

の
中
で
、
第
２
子
の
保
育
料
は
所
得
制
限
を

設
け
ず
に
無
料
と
し
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
で
は
第
３
子
以
降
の
保
育
料

は
す
べ
て
無
料
と
し
て
い
ま
す
が
、
第
２
子

に
つ
い
て
も
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
入
所
世
帯
に
お
け
る
３
歳

か
ら
５
歳
児
の
う
ち
、
第
２
子
の
保
育
料
無

料
化
を
本
年
10
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

今
後
も
、「
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
実
現
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て

支
援
施
策
等
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

「
幼
保
一
元
化
」と「
子
育
て
支
援
に

お
け
る
学
校
施
設
の
有
効
活
用
」

　

平
成
29
年
度
に
結
成
し
ま
し
た
、
子
育
て

支
援
等
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

お
い
て
、
そ
の
推
進
を
図
る
た
め
の
具
体
的

な
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

そ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
８
月
23
日
の

阿
南
市
総
合
教
育
会
議
に
お
き
ま
し
て
、
教

育
長
を
は
じ
め
教
育
委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
多

様
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
の

取
組
方
針
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
結
果
、

ま
ず
、「
幼
保
一
元
化
」
に
つ
い
て
は
、
保

育
所
と
幼
稚
園
が
隣
接
し
て
お
り
ま
す
宝
田
、

新
野
、
見
能
林
の
う
ち
、
宝
田
保
育
所
と
新

野
保
育
所
を
そ
れ
ぞ
れ
幼
稚
園
と
統
合
し
て

「
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
」
に
移
行
し
、

平
成
31
年
４
月
の
開
園
を
め
ざ
す
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
よ
り
安
全
で
安
心
な
学
童
保
育
の

実
現
を
図
る
た
め
、
学
校
施
設
を
有
効
に
利

用
し
た
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
の
実
施
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
平
成
31
年
４
月

か
ら
、「
横
見
児
童
ク
ラ
ブ
」
を
横
見
小
学

校
内
に
移
設
し
て
、
運
用
面
等
の
課
題
等
を

検
証
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
就
学
前
の
保
育
お
よ
び
教
育
の

質
の
確
保
と
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
支

援
す
る
た
め
の
環
境
整
備
を
総
合
的
に
推
進

し
ま
す
。

教
育
現
場
に
お
け
る
安
全
対
策

　

６
月
18
日
に
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る

震
度
６
弱
の
地
震
に
よ
り
発
生
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
倒
壊
の
事
故
を
受
け
、
本
市
で
は
、
学

校
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
緊
急
に
点

検
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
46
の
学
校
施
設
の

う
ち
24
校
で
現
行
の
建
築
基
準
法
に
適
合
し

て
い
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
、
各
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
に
は
注
意
を
促
す
ポ
ス
タ
ー
を
貼
付
し
、

児
童
、
生
徒
へ
の
安
全
に
対
す
る
指
導
を
行

う
と
と
も
に
、
早
急
に
対
処
す
べ
き
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
は
既
に
撤
去
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
れ
ら
問
題
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
う
ち
、
危
険
と
判
断
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
順
次
、
撤
去
ま
た
は
改
修
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
仕
事（
匠
）体
験
ツ
ア
ー

　

本
市
で
は
、
社
会
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て

中
小
企
業
の
振
興
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
29
年
10
月

に
「
阿
南
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
」
を

制
定
し
ま
し
た
。

　

本
条
例
第
12
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
職
業
意
識
の
向
上
を

図
る
た
め
の
取
組
と
し
て
、「
子
ど
も
の
仕

事
（
匠
）
体
験
ツ
ア
ー
」
を
夏
休
み
期
間
中

に
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
小
・
中
学
生
お
よ
び

そ
の
保
護
者
を
合
わ
せ
て
33
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

本
ツ
ア
ー
で
は
、
県
内
海
運
事
業
者
の
多

く
を
占
め
る
内
航
海
運
業
者
か
ら
仕
事
内
容

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、
テ
レ

ワ
ー
ク
に
代
表
さ
れ
る
時
間
・
場
所
に
と
ら

わ
れ
な
い
「
新
し
い
働
き
方
」
の
説
明
や
工

場
見
学
等
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
職
業
意

識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
・
中
学
生
か
ら
は
、「
初
め

て
知
っ
た
内
容
の
仕
事
も
あ
り
、
大
変
興
味

深
く
良
い
体
験
と
な
っ
た
」
ま
た
、
保
護
者

か
ら
も
、「
い
ろ
い
ろ
な
職
業
・
業
種
に
つ

い
て
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
中
小
企
業
の
振
興
に

つ
な
が
る
取
組
を
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し

な
が
ら
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

９
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　
９
月
議
会
が
９
月
６
日
か
ら
26
日
ま
で
の
21
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に

先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
支
援
の　

た
め
の
助
成
事
業

　

４
月
に
県
内
市
町
村
で
は
初
め
て
創
設
し

ま
し
た
本
助
成
事
業
は
、
本
市
に
住
所
を
有

す
る
方
が
、
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン

ク
が
実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
お
い

て
、
骨
髄
等
を
提
供
さ
れ
た
際
に
、
ド
ナ
ー

お
よ
び
そ
の
ド
ナ
ー
を
雇
用
さ
れ
て
い
る
市

内
に
事
務
所
を
有
す
る
事
業
所
に
対
し
て
、

助
成
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

先
月
、
骨
髄
を
採
取
し
提
供
さ
れ
た
市
内

在
住
の
40
歳
の
女
性
か
ら
、「
骨
髄
移
植
ド

ナ
ー
等
支
援
事
業
助
成
金
」
に
係
る
、
初
め

て
の
交
付
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
骨
髄
採
取
に
伴
う
検
査
や
入
院

等
で
、
精
神
的
・
経
済
的
な
負
担
等
か
ら
提

供
を
断
念
さ
れ
る
方
が
多
く
お
ら
れ
る
中

で
、
こ
の
助
成
事
業
を
利
用
さ
れ
る
こ
と

で
、
そ
の
負
担
が
少
し
で
も
軽
減
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
骨
髄
等

移
植
の
実
現
を
図
る
一
助
と
な
る
よ
う
、
本

助
成
事
業
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。自

転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

住
民
の
健
康
増
進
や
交
通
混
雑
の
緩
和
、

観
光
振
興
や
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
公
共
利
益
増
進
の
面
で
効
果
が
あ
る

自
転
車
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
よ
う
と
す

る
機
運
が
高
ま
る
中
、
８
月
９
日
に
は
「
自

転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

全
国
市
区
町
村
長
の
会
（
仮
称
）」
の
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
の
世
話
人
で
あ
る
今
治
市
の
菅　

良
二
市
長
が
来
庁
さ
れ
、
会
へ
の
加
入
要
請

が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
自
治
体
が
連
携
し
、
交
流
す

る
こ
と
で
、
各
地
域
が
取
り
組
む
地
方
創
生

の
後
押
し
が
で
き
る
と
の
趣
旨
か
ら
設
立
を

め
ざ
し
て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
、
本
会
の

設
立
趣
旨
に
賛
同
す
る
旨
を
表
明
し
、
現
在

加
入
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
加
入
す
る
全
国
の
市
区
町
村
間

で
交
流
促
進
、
情
報
共
有
や
情
報
交
換
な
ど

が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
内

で
の
連
携
に
よ
る
合
同
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

阿
南
市
ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
の　

現
状
に
つ
い
て

　

本
市
の
環
境
行
政
の
柱
で
あ
る
、
し
尿
処

理
施
設
「
阿
南
市
ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
」
は
、

建
設
当
時
か
ら
環
境
に
も
配
慮
し
た
施
設
と

し
て
運
転
を
開
始
し
、
大
会
議
室
・
展
示

場
・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
備
え
、
そ

れ
ら
の
施
設
を
武
蔵
野
大
学
の
体
験
実
習
を

は
じ
め
、
地
域
の
活
性
化
の
場
と
し
て
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
施
設
と
し
て
、
本
年
度
で
20
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
運
転
期
間

の
20
年
の
延
長
を
関
係
協
議
会
等
に
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
現
在
で
は
過
半
数
の
協
議
会

等
か
ら
同
意
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
本

年
度
末
ま
で
に
は
、
す
べ
て
の
関
係
協
議
会

等
か
ら
同
意
を
い
た
だ
き
、
施
設
の
健
全
な

運
転
・
管
理
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
阿
南
市
ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
が

地
域
を
代
表
す
る
誇
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、

よ
り
一
層
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な「
道
の
駅
」整
備
事
業
の

進
捗
状
況

　

本
市
で
は
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
や
近
い

将
来
発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
等
の
災
害
に
対
す
る
防
災
拠
点
と

し
て
、
新
た
な
「
道
の
駅
」
の
整
備
に
向
け
、

現
在
、
基
本
計
画
の
策
定
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
で
す
が
、
昨

年
度
に
策
定
し
た
基
本
構
想
の
内
容
を
踏
ま

え
、
道
の
駅
整
備
を
よ
り
一
層
具
体
化
す
る

た
め
、
学
識
経
験
者
や
市
内
の
各
種
団
体
の

代
表
者
11
人
で
構
成
す
る
阿
南
市
「
道
の

駅
」
整
備
基
本
計
画
策
定
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
忌き

憚た
ん

の
な
い
自

由
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
市
民
の
意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
18
歳
以
上
の
市
民
、
１
５
０
０
人

を
無
作
為
に
抽
出
し
「
道
の
駅
」
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
現
在
、
分
析

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
大
正
大
学
の
教
授
に
よ
る
講
演
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
結
果
や
「
道
の

駅
」
の
防
災
拠
点
活
用
事
例
等
の
検
証
を
行

い
、
最
終
的
に
新
た
な
「
道
の
駅
」
建
設
候

補
地
域
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、
防
災
機
能

や
導
入
施
設
の
検
討
、
施
設
の
必
要
面
積
な

ど
を
委
員
会
で
議
論
し
て
い
た
だ
き
、
新
た

な
「
道
の
駅
」
整
備
基
本
計
画
と
し
て
取
り

ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
野
公
民
館
建
設
事
業

　

昭
和
52
年
に
建
築
さ
れ
た
大
野
公
民
館
は
、

老
朽
化
が
激
し
く
、
ま
た
耐
震
基
準
も
満
た

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
に
指
定

避
難
所
を
解
消
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
は
、
社
会
教
育
活
動
の
拠
点
の
み

な
ら
ず
、
地
域
の
防
災
拠
点
、
避
難
所
と
し

て
の
機
能
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
新
た
な
避
難
所
も
併
せ
て
早
急
に

整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
地
で
の
建
替
え

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
建
築
す
る
公
民
館
は
、
住
民
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
学
童
保
育
施
設
を
配
置
し
た
複

合
施
設
で
あ
り
、
鉄
骨
造
２
階
建
て
、
建
築

面
積
約
５
０
４
平
方
メ
ー
ト
ル
、
延
べ
床
面

積
は
約
８
６
６
平
方
メ
ー
ト
ル
、
約
50
台
分

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
平
時
は
、
地

域
住
民
の
生
涯
学
習
活
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
大
い
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨
部
分
の

み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご
覧
に
な
り
た

い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議
会
会
議
録

は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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阿
南
市
春
季
短
歌
誌
上
大
会	

選

短
　
歌

佳
作　
　
　
　
　
　

 

佐
坂　

恵
子

青
空
に
万
の
蕾
を
捧
げ
持
つ
白
木
蓮
の
老
い
し
木
の

幹佳
作　
　
　
　
　
　

 
林　

ヤ
ス
子

ゆ
ら
ゆ
ら
と
水
面
は
ゆ
れ
て
花
色
に
青
き
が
ま
じ
る

蜂
須
賀
ざ
く
ら

佳
作　
　
　
　
　
　

 

井
坂　

絹
子

我
れ
先
と
ブ
ラ
ン
ド
手
に
す
る
人
々
の
し
あ
わ
せ
さ

が
し
質
屋
に
あ
る
ら
し

佳
作　
　
　
　
　
　

 

勢
井　

恒
子

畑
鋤
く
を
見
守
り
く
れ
て
か
お
母
さ
ん
雲
間
に
淡
き

昼
の
弦
月

佳
作　
　
　
　
　
　

 

井
上　

正
恵

裸
木
の
柿
に
ま
と
は
り
飛
ぶ
虫
ら
春
の
ひ
か
り
は
す

べ
て
を
祝
ふ

佳
作　
　
　
　
　
　

 

兼
任
ゆ
き
子

青
空
は
広
き
キ
ャ
ン
バ
ス
引
き
伸
ば
す
真
綿
の
如
き

雲
の
描
か
る

佳
作　
　
　
　
　
　

 

森
岡　

圭
子

手
を
拡
げ
見
得
を
切
り
た
き
花
吹
雪
ふ
つ
う
の
春
の

大
事
な
ふ
つ
う

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

鳥
海　

勇
二

鎮
魂
の
か
が
り
火
消
え
て
夏
終
る

水
口　

精
二

一
山
に
ト
ン
ネ
ル
二
つ
葡
萄
棚

　
　
　
　
　
　
　
　

神
野
千
鶴
子

峡
の
家
笊
を
並
べ
て
豇
豆
干
す

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
八
千
代

喜
寿
の
顔
ず
ら
り
揃
え
り
夏
料
理

　
　
　
　
　
　
　
　

水
口　

明
美

盆
の
雨
踊
り
子
蹴
出
し
濡
ら
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　

金
本
ひ
ろ
み

鉄
砲
百
合
向
き
定
ま
ら
ず
活
け
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　

末
岐　

美
子

昼
寝
覚
テ
レ
ビ
の
つ
い
て
を
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　

五
光　

春
海

新
米
や
母
の
口
癖
水
加
減

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

隆
子

百
年
の
樹
海
の
闇
よ
涼
し
さ
よ

岡
久　

玲
子

ド
イ
ツ
語
の
園
児
の
第
九
秋
日
和

阿
南
川
柳
会
鈴
木
レ
イ
子
選

川
　
柳

野
口　

吾
朗

こ
こ
だ
け
の
話
右
か
ら
左
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

敏
子

ま
だ
見
え
ぬ
明
日
へ
夢
を
ふ
く
ら
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

二
階
千
代
美

手
の
中
に
入
れ
た
幸
せ
抱
い
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　

持
木　

寿
栄

サ
ポ
ー
タ
ー
心
の
ゴ
ミ
も
拾
っ
た
ね

　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　

鶴
子

人
の
金
吸
い
と
る
よ
う
な
広
告
だ

滝
川　

太
郎

湯
け
む
り
に
浮
か
ぶ
女
性
は
み
ん
な
美
女

市
民
文
芸

一
般
応
募

島
尾
美
津
子

病
ん
で
知
る
陽
を
浴
び
歩
く
あ
り
が
た
さ

　
　
　
　
　
　
　
　

仁
井　

信
子

香
り
立
つ
花
嫁
う
ふ
ふ
半
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
子

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
高
く
つ
き
ま
す
後
期
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

當
代

球
児
ら
の
日
焼
け
の
顔
に
歯
が
光
る

阿
南
漢
詩
研
究
会
・
青
松
吟
社	

選

漢
　
詩

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
始
祖
小
川
信
雄
大
人
の
偉
業
を
讚
う　

 

吉
形　

和
恵

發
光
雙
極
合
元
祖　
　

発
光　

双
極　

合ま
さ

に
元
祖
た
る
べ
し

學
士
三
雄
資
顯
譽　
　

学
士　

三さ
ん

雄ゆ
う　

顕け
ん

誉よ

に
資し

す

雪
案
孜
孜
開
宇
宙　
　

雪せ
つ

案あ
ん　

孜し

し々　

宇
宙
を
開
き

景
星
炳
炳
照
寒
閭　
　

景け
い

星せ
い　

炳へ
い

々へ
い　

寒か
ん

閭り
ょ

を
照
ら
す

　
棲
龍
閣
詩
集
を
読
む　

 

松
原　

伸
夫

詩
浸
深
識
雅
懐
淸　
　

詩
は
深し

ん

識し
き

を
浸に

じ

ま
せ
て　

雅が

懐か
い

清
し

平
島
公
方
文
化
聲　
　

平
島　

公く

方ぼ
う　

文
化
の
声

那
水
津
峯
親
昵
日　
　

那な

水す
い　

津し
ん

峯ぽ
う　

親し
ん

昵じ
つ

の
日ひ

び

京
師
千
里
若
為
情　
　

京け
い

師し　

千
里　

若い
か

為ん

の
情
ぞ

※
棲せ

い
り
ゅ
う
か
く

龍
閣
詩
集
…
平
島
公
方
９
代
義
根
の
詩
集

　
朱
夏
鳴
門
観
潮　

 

井
関
喜
久
子

長
橋
萬
尺
度
蒼
穹　
　

長ち
ょ
う
き
ょ
う橋
万ま

ん
じ
ゃ
く
尺　

蒼そ
う
き
ゅ
う穹を
度わ

た

る

溽
暑
觀
潮
渦
卷
中　
　

溽じ
ょ
く
し
ょ暑
の
観
潮　

渦か

卷か
ん

の
中う

ち

豈
屆
龍
神
三
伏
熱　
　

豈あ

に
龍り

ゅ
う
し
ん神
に
届
か
ん
や　

三さ
ん

伏ぷ
く

の
熱

船
舷
碧
水
躍
涼
風　
　

船せ
ん

舷げ
ん

の
碧へ

き

水す
い　

涼
風
に
躍お

ど

る
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移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
	 4日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
10日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
11日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

12日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

18日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30
津 乃 峰 保 育 所 前 15:45～16:15

巡回日 巡　回　場　所 時　間
19日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

25日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

10月の巡回日程

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

阿南市立図書館だより

10月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

阿 南 図 書 館
9:00～18:00
土日は17:00まで

休 ★ ☆ 休 休 ★ ☆ 休 ★ ○ 休 ★ 休 ☆ 休

那賀川図書館
10:00～18:00 休 ◎ ☆ 休 休 ◎

◆ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休

羽ノ浦図書館
10:00～18:00 休 ☆ 休 休 ☆ 休 ○ 休 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会（阿南10：30～　那賀川11：00～　羽ノ浦14：00～）　★…ぴよちゃんくらぶ（10：30～）　
○スペシャルおはなし会　◎…ボランティアピアノ演奏（10：00～約10分間）　◆…阿波公方の苑美化作業（8：30～）雨天の場合は16日㈰に延期

阿南図書館　☎23－2020　　那賀川図書館　☎42－3111　　羽ノ浦図書館　☎44－2100

かつて那賀川町に居住した足利一族の「阿波公方」について、館蔵の資料でご紹介します。室町将軍家の人々を取り
上げた小説などと一緒にお楽しみください。17日には視聴覚室で阿波公方に関する講演会（２ページ参照）が開催
されます。多数ご来場ください。

那賀川図書館特別展示　「図書館資料で見る阿波公方と室町将軍家」
日時　10月16日㈫～28日㈰　10:00～18:00
場所　那賀川図書館　市民ギャラリー　※休館日にご注意ください 入場無料

影絵とおしばいのコラボレーション

影絵「かぐや姫」
泣いて笑って心に響く、
美しく透明感あふれる影絵、
家族みんなで楽しもう！

日時　10月27日㈯　２回公演
　　　【午前の部】　10:30～11:50（10:00開場）
　　　【午後の部】　14:00～15:20（13:30開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
定員　各部550人（先着順） 入場無料　※要整理券
整理券は、
　午後の部 10 月 5 日㈮～、午前の部 10 月６日㈯～
　阿南図書館、那賀川図書館、羽ノ浦図書館で配布開始。
　（１家族５枚まで）

問い合わせは　阿南図書館（☎23−2020）へ

○羽ノ浦図書館
　日時　10月20日㈯　14:00～
　場所　視聴覚室　（情報文化センター３階）
　内容　大型絵本「いもほりバス」ほか
○阿南図書館
　日時　10月21日㈰　10:30～
　場所　視聴覚室
　内容　人形劇
　　　　「まじょとねこどんほうきでゆくよ」ほか
○那賀川図書館
　日時　11月４日㈰　11:00～
　場所　視聴覚室
　内容　わくわく★マジック×楽しいおはなし

スペシャルおはなし会のお知らせ

あなん図書館まつり2018

入場無料
申込不要
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行政書士による無料相談会
許認可手続きについて知りたい方は、ぜひ
ご相談ください。
日時　10月20日㈯　13:30～16:00
場所　ひまわり会館
相談内容　農地転用、建設業許可、開発許

可などの許認可手続き、相続な
ど

問	徳島県行政書士会　徳島南部支部
　	（☎26－1157）へ

「LGBT」電話相談
性的マイノリティに関する電話相談を行い
ます。相談は専門の相談員が対応しますの
で、お気軽にご相談ください。
※相談無料・秘密厳守
相談日　10月20日㈯、12月15日㈯、
　　　　平成31年２月９日㈯
時間　13:00～19:00
相談員　SAG徳島メンバー
SAG徳島は全国のセクシュアルマイノリ
ティの当事者やその支援者の方々と連携し
ながら活動している団体です。
電話相談番号（当日のみ）080－3164－2230
※相談日以外電話はつながりません。
問	吉野川市人権課（☎0883－22－2229・	
FAX0883－22－2247）へ

輝く光のまち「阿南古事記講座」 
日時　10月25日㈭　19:00～21:00
場所　阿南市商工業振興センター１階
　　　（富岡町今福寺34番地４）
講師　阿波古事記研究会　
　　　副会長　三村隆範さん
演題　「天の岩戸（あまのいわと）」
参加費　500円　定員　20人
問	阿南商工会議所（☎22－2301）へ

遺言・相続・成年後見制度相談会
日時　10月13日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する無料相談

問	コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）　
※土、日曜日は地域会員　花野
（☎090－3787－0305）へ

日本将棋連盟
那賀川支部会員募集
将棋が好きな方やこれを機に始めてみたい
方はお気軽にお問い合わせください。
日時　10月13日㈯、27日㈯	

12:00～17:00
場所　ひまわり会館
対象　青少年から高齢者の方まで性別、年

齢を問いません。
問	日本将棋連盟那賀川支部
　	（☎090－6888－5686）へ

おそとでわらべうた遊びやお話しの会
びーんず Waンダーぴくにっく

「くるくるりさいくる冬物の時間」
日時　10月31日㈬　10:30～12:30
場所　Jパワー＆よんでんWaンダーラン

ド（福井町舟端1番地)
　　　※雨天：Waンダーホール
内容　お弁当を持って親子でピクニック

わらべうた・絵本の読み聞かせ・簡
単工作・冬物リサイクルなど

定員　親子（０～５歳）15組
参加費　無料　持参物　弁当、飲物、敷物
申込　e-mail に①～④記載の上、

ippoippoayumu@gmail.comまで
①	 Waンダーぴくにっく	②10月31
日③お母さんのお名前とお子さまの
お名前・生年月日④携帯電話番号な
どのご連絡先

問	びーんず事務局　桑原（☎090－1004
－1974）へ
※２、３日たっても返信がない場合のみ

ノルディック・ウオーク交流大会
西部大会
日時　10月13日㈯　7:00～
集合場所　道の駅公方の郷なかがわ
コース　四国三郎の郷ふれあい広場（美馬

市）→脇町うだつの町・デ・レイ
ケ公園→阿波の土柱

対象　60歳前後の健康な方
参加費　6,500円（バス、昼食代を含む）
※ポールの貸出は１組300円
問	とくしまノルディック・ウオーク協会
（☎090－3782－4352・
FAX088－642－5003）へ

毎月第３日曜日は、サンデー
イベント 「アロウグライダー」
日時　10月21日㈰　①11:00～②14:00～
場所　Jパワー＆よんでんWaンダーランド
定員　20人　申込方法　電話で予約
問	J パワー＆よんでんWaンダーランド
　	（☎34－3251）へ

ウオーキング交流大会
（ねんりんピック南部大会）

日時　10月６日㈯　9:00～12:00
　　　※少雨決行
集合　那賀川河川敷明見グラウンド
コース　羽ノ浦町付近　約６㎞
参加費　無料
※	集合場所に当日お越しください。
問	徳島県ウオーキング協会
　	（☎088－656－3636）へ
	　※月、水、金曜日の午後のみ

チャリティクリスマスマーケット 
出店者募集
ご本人の手作り品に限ります。	売り上げ
の一部を社会福祉団体に寄付します。ご協
力お願いします
開催日　12月２日㈰
場所　情報文化センター（コスモホール）

２階ホワイエ
参加費　1,000円　定員　13組
申込期間　10月１日㈪～20日㈯
問	NPO法人夢ホール市民協議会夢つくり
あなん（☎23－5599）へ

阿南こども
将棋教室
駒の動かし方・ルールが分からなくても講
師が分かりやすく指導。初心者歓迎。
日程　土曜日10:00～12:00
場所　ひまわり会館３階　和室
対象　４歳から小学生、中学生、高校生ま

で（子どもと一緒に習ってみたい大
人の方もお気軽にお問い合わせくだ
さい）

問	日本将棋連盟普及指導員　
　	（☎090－6888－5686）へ

市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

所蔵作品展　
徳島のコレクション　
2018年度第２期 
特集「版画は魔法?!」
当館コレクションの柱の一つである、現代
版画を集中して展示します。
会期　12月２日㈰まで　
休館日　毎週月曜日（10月８日は開館）、

10月9日㈫
観覧料　一般200（160）円、高・大学生

100（80）円、小・中学生50（40）円
※（　）内は20人以上の団体料金
問	徳島県立近代美術館
　	（☎088－668－1088）へ

吹田文明
「魔術師」　

あなんで映画をみよう会 
秋例会
家族はつらいよⅢ 
妻よ薔薇のように
日時　10月14日㈰　	
　　　①10:30～12:33　②14:00～16:03
場所　夢ホール（文化会館）
監督　山田洋次
出演　橋爪　功、吉行和子ほか
入場料	

チケット販売場所　文化会館、市民会館ほか
問	あなんで映画をみよう会
　	（☎090－2788－5465）へ

前売り 当日
セニア（60歳以上）

1,000円
1,100円

一般・大学生 1,300円
小・中・高生 －   500円
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。12月号の締め切りは10月31日㈬です。
メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

杜のホスピタルコンサート
場所　杜のホスピタル５階　杜のホール
※入場無料
●小島のり子JAZZ・フルート・トリオ
日時　10月９日㈫　14:00～
出演　小島のり子（フルート）、天野　丘（ギ

ター）、澁谷盛良（ベース）
●～癒しの竹笛パンフルート～
　歌の心つなぐコンサート
日時　10月20日㈯　14:00～
出演　今井　勉（パンフルート）
問	杜のホスピタル　リハビリテーション課
　	（☎22－0218）へ

モラエス作品読書会
徳島と類稀な縁を結ぶポルトガル人・モラ
エスの作品を紹介し合い、語り合いましょ
う。モラエス会では１年を通じて多彩な催
しを行っています。ぜひご参加ください。
日時　10月14日㈰　13:30～
場所　阿南図書館　和室
参加費　無料
問	NPO法人モラエス会　花野
	　（☎088－624－3818）へ

第37回徳島矯正展
日時　10月13日㈯　9:00～15:30
場所　徳島刑務所（徳島市入田町）
内容　刑務所作業製品の展示・販売、広報

用ビデオ等の放映、コンピューター
による性格検査の実施、受刑者の文
芸作品等の展示、刑務所内見学、藍
染め体験、ちびっこ刑務官コーナー
など

問	徳島刑務所（☎088－644－0114）へ

JICA海外協力隊募集
あなたの技術・経験を開発途上国で生かし
てみませんか。現地の人々と協働しながら、
人づくり、国づくりに協力します。
▶青年海外協力隊／日系社会青年海外協力

隊
対象　生年月日が1978年11月２日から
1999年４月１日までの日本国籍を持つ方
▶シニア海外協力隊／日系社会シニア海外

協力隊
対象　生年月日が1948年11月２日から
1978年11月１日までの日本国籍を持つ方
募集期間　
10月１日㈪～11月１日㈭　12:00まで
応募方法　原則ウェブ応募となります。
※くわしくは、JICA海外協力隊ウェブサ
イトページをご覧ください。

問	JICA四国（☎087－821－8824）へ

第44回春日野まつり
夜店もたくさん出ます。あななん、すだち
くんも来るよ。
日時　10月７日㈰　12:00～21:00
　　　※雨天時一部中止あり
場所　春日野体育館、春日野グラウンド周

辺（羽ノ浦町）
内容　パットライス無料配布（13:00～）、

あめごつかみ取り、子どもとお年寄
りの輪投げ、じゃんけん大会、玉入れ、
ジャム缶（地元メンバー）・パンドル
によるコンサート、もち投げなど

問	春日野まつり実行委員会　船田
　	（☎090－1575－1630）へ

親子カローリング大会＆もちつき
日時　11月25日㈰　10:00～15:00
場所　穴吹スポーツセンターほか
対象　ひとり親家庭の親と子
　　　（子ども３歳以上中学生以下）
内容　親子カローリング大会、もちつき・

昼食作り、ゲーム大会、交流会など
参加費　大人500円、子ども300円
※送迎バス無料
定員　20組（応募者多数の場合は抽選）
申込締切日　11月８日㈭
※上履き持参。暖かい服装でご参加ください。
問	（公財）徳島県母子寡婦福祉連合会
　	（☎088－654－7418）へ

楽しく学ぶ
「パソコン教室」

▶インターネット講座（定員:各回15人）
日程　10月12日㈮、19日㈮、29日㈪
場所　富岡公民館
▶ワード・エクセル講座（定員:各回15人）
日程　11月５日㈪、９日㈮、12月７日㈮
場所　羽ノ浦公民館
▶画像編集講座（定員:各回15人）
日程　11月12日㈪、16日㈮、19日㈪
場所　羽ノ浦公民館
▶パワーポイント講座（定員:各回15人）
日程　11月23日㈷、26日㈪、30日㈮
場所　羽ノ浦公民館

〈共通事項〉
時間　①13:00～14:50　②15:00～16:50
受講料　2,100円（３回分）
持参物　パソコン
※くわしくは、お問い合わせください。
問	NPO法人いきいきネットとくしま
県南支部事務局　庄野
（☎090－2780－3200）へ

トリコロール映画祭2018
～フランスを観て触れる２日間～

開催日　10月６日㈯、７日㈰　
場所　第二倉庫アクアチッタ
　　　（徳島市万代町５丁目71番地４）
内容　フランス映画５作品上映。
「セザンヌとプロヴァンス」「ヴィクトリア」
「ロシュフォールの恋人たち」ほか
※全作品入場無料
※くわしくは、トリコロール映画祭HPを
ご覧ください。
問	NPO法人アクアチッタ（☎088－679
－8001）へ

阿南高専公開講座「IoTセミナー」
～ Raspberry Pi の初期設定～ 
日時　12月８日㈯　13:00～17:00
場所　阿南高専電気棟3階　電子計測Lab.
対象　中学生～一般の方
定員　６人　受講料　2,700円
申込方法　申込期間になりましたら、お電

話でお申し込みください。
申込期間　10月22日㈪～11月２日㈮
※くわしくは、阿南高専のホームページを
ご覧ください。
問	阿南工業高等専門学校　総務課
企画情報係（☎23－7215）へ
※平日8:00～17:00

出張労働相談会（南部）を開催
解雇・退職・賃金未払い・パワハラ・配置
転換などの労使間トラブルについて、徳島
県労働委員会委員が、公益・労働者側・使
用者側の３人１組でそれぞれの立場から、
解決のためのアドバイスをします。
日時　10月14日㈰　13:00～16:00
　　　（受付12:45～15:30）
場所　ひまわり会館
対象　労働者、経営者、どちらの方も利用

できます。
申込方法　予約優先。10月12日㈮15:00

までに電話、ファクス、メール、
電子申請でお申し込みください。

相談料　無料
問	徳島県労働委員会事務局（☎088－621
－3234・FAX088－621－2889）へ

email:roudouiinkai@pref.tokushima.jp

ポリテクセンター徳島
公共職業訓練　
受講生募集
募集訓練科

〈６カ月コース〉
▶構造物加工技術科デュアル
　（おおむね45歳未満対象）
訓練期間　12月３日㈪～

平成31年5月31日㈮
〈７カ月コース〉
６カ月コースの前に１カ月の導入講習を受
講していただきます。
▶電気設備技術科▶住宅リフォーム技術科
訓練期間　12月３日㈪～

平成31年６月28日㈮
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　10月１日㈪～11月５日㈪
問	ポリテクセンター徳島（☎088－654
－5102）へ※平日9:00～17:00
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

Waンダーふれあい感謝デー2018
日時　10月28日㈰　9:30～15:00
※悪天候により中止になる場合があります。
場所　福井町舟端１番地
内容　それいけ! アンパンマンショー①

11:00～②14:00～、橘湾火力発電
所見学会①9:45～②11:00～③
12:45～④14:00～、ダンスパフォ
ーマー　しんける①10:00～②
13:00～、ヴァイオリニストSHOGO
①10:40～②13:40～、はたらく車・
スロットカー・ミニ SL・トリック
アート・サーカスシューティング・
射的9:30～15:00、パンドル演奏
＆体験①10:00～②13:00～、大道
芸ライブパフォーマンス、スーパー
ボールすくい、花苗プレゼント、ハ
ロウィン衣装プレゼント、ハロウィ
ンネイル、食べ物屋台ほか

※参加、観覧無料。あななんも遊びにくるよ。
問	J パワー＆よんでんWaンダーランド
　	（☎34－3251）へ

認知症VR体験会
認知症についての理解を深めるためVR（バ
ーチャルリアリティ）機器による疑似体験
をしてみませんか。
日時　10月25日㈭～27日㈯　

13:00～17:00
場所　ケアハウス健祥会アンダルシア
　　　（羽ノ浦町中庄大知渕８番地１）
内容　認知症の方に見えている景色をVR

により疑似体験します。
参加費　無料
定員　１日30人	(先着順)
※北部第２高齢者お世話センターへ要申込
問	北部第２高齢者お世話センター
　	（☎44－6836）へ

第４回ウオーキング大会
コスモスのゾーン３カ所をめぐるウオーキ
ング大会を開催します。
日時　11月11日㈰　9:30出発（受付8:30）
集合場所・駐車場　那賀川河川敷第３緑地

（桜づつみ公園前）
▶山間コース（５㎞）　那賀川堤防～古毛・
明見ゾーン～北岸用水～岩脇香風台公園～
ミニ88ケ所～岩脇ゾーン～上岩脇ゾーン
～桜づつみ公園～
▶平地コース（３㎞）　那賀川堤防～古毛・
明見ゾーン～北岸用水～県道側道～岩脇ゾ
ーン～上岩脇ゾーン～桜づつみ公園～
解散　羽ノ浦荘前（ゴールでは接待等あり）
申込方法　11月５日㈪までに電話または

メールでお申し込みください。
●第４回コスモスリンク in川北
11カ所の開花情報を羽ノ浦環境改善セン
ター前掲示板またはホームページ「阿波ナ
ビ・花へんろ紀行」で確認のうえ、コスモ
スをお楽しみください。
問	那賀川北岸地域広域保全協議会
　	（☎24－8318）へ
e-mail:kawakita-ho15@tiara.ocn.ne.jp

認知症カフェ「羽那カフェ」
日時　10月16日㈫　13:00～15:30
場所　那賀川老人いこいの家（那賀川町老

人福祉センター）
（那賀川町苅屋325番地２）

内容　ヤクルト広報によるウン知育教室
専門職による認知症相談

参加費　100円
※申込不要
問	北部第１高齢者お世話センター（☎42
－2900）または北部第２高齢者お世話
センター（☎44－6836）へ

介護予防教室
対象　おおむね65歳以上の方
※参加費無料、申込不要
①
日時　10月３日㈬　14:30～15:30
場所　椿公民館１階
講師　言語聴覚士　安藝陽平さん
内容　歯と口の健康を守って認知症予防
②
日時　10月５日㈮　14:30～15:30
場所　新野公民館２階　集会室
講師　言語聴覚士　長江浩美さん
内容　歯と口の健康を守って認知症予防
問	南部高齢者お世話センター（☎36－
3634）へ

③
日時　10月15日㈪　13:30～14:30
場所　中野島公民館
講師　岩野沙織さん
内容　笑いヨガ
問	東部高齢者お世話センター（☎22－
4577）へ

那賀川左岸堤防工事に伴う
通行止めのお知らせ
堤防補修工事のため、市道古毛古庄堤防線
の通行止めを行います。なお、工事期間中
は堤防上に迂回路を設置し地域の交通を確
保します。
期間　平成30年11月１日㈭～平成31年１

月31日㈭
場所　羽ノ浦町古毛大須賀地先（市道古毛

古庄堤防線と市道古毛高田中央線の
交差点）から羽ノ浦町古毛上須賀地
先（市道古毛古庄堤防線と県道勝浦
羽ノ浦線の交差点）まで

※通行止めの詳細な範囲は、那賀川河川事
務所ホームページをご確認下さい。
http://www.skr.mlit.go.jp/nakagawa/
問	国土交通省　那賀川河川事務所
　	管理課（☎22－6592）へ

県立南部テクノスクール
訓練生募集
対象　離職・転職される方で、公共職業安

定所長から受講指示または受講推薦
を受けた方

申込方法　居住地を所轄する公共職業安定
所にお申し込みください。

●IT技能科２
訓練期間　11月13日㈫～

平成31年２月12日㈫
定員　15人
申込期間　10月23日㈫まで
面接日　11月６日㈫
●医療事務科２
訓練期間　12月13日㈭～

平成31年３月12日㈫
定員　15人
申込期間　10月25日㈭～11月22日㈭
面接日　12月6日㈭
問	南部テクノスクール
　	（☎26－0250）へ

第１１回
那賀川源流
コンサート
那賀川流域住民による活動団体「那賀川ア
フターフォーラム」では、那賀川流域の上
下流の連携推進による地域振興をめざして
「那賀川源流コンサート」を実施しています。
日時　10月28日㈰　10:00～12:00
場所　四季美谷温泉前広場
　　　（那賀町横谷字夏切３番地３）
※阿南市役所裏横見橋北側駐車場から無料
で送迎します。

那賀川河川事務所ホームページ
コンサート出演者・参加者募集に関する情
報を掲載していますのでご覧ください。
http://www.skr.mlit.go.jp/nakagawa/
問	那賀川河川事務所調査課
　	（☎22－6562）へ

保育士による
ベビーマッサージ＆
おくるみタッチケア
●ベビーマッサージ教室
免疫力を高めて丈夫な体作りをめざしまし
ょう♪
日時　10月10日㈬　10:00～11:00
内容　免疫力UPすくすくべビマ	
対象　生後２カ月～１歳頃までの赤ちゃん

とママ
場所　那賀川社会福祉会館２階　和室
参加費　１回1,500円　※要予約
●おくるみタッチケア
内容　おくるみの正しい包み方と優しいタ

ッチケアで赤ちゃんぐっすり。産後
すぐ役立ちます♪

対象　妊婦さん、生後２カ月までの赤ちゃ
んとママ

※日程等、くわしくはお問い合せください。
問	ベビーマッサージ＆スキンケア教室
PLUS	BABY　玉置
（☎090－2895－0224) へ
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健康いきいき情報

平成30年度　高齢者の肺炎球菌
感染症予防接種について

接種対象者
平成30年度中に、65歳、70歳、75歳、
80歳、85歳、90歳、95歳、100歳にな
る方。ただし、過去にこの予防接種を接種
したことがある方は対象外です。
実施期間　平成31年３月31日まで
接種費用　4,000円（生活保護を受給され

ている方は無料）
持参物　接種費用と予診票をお持ちの上、

医療機関へ予約をしてから、受け
てください。

※対象者には個人通知しています。

保健センターからのお知らせ

問 保健センター（☎22－1590）へ

集団の婦人がん検診について

検診内容　乳がん、骨粗しょう症、子宮頸
がん検診（午後のみ）

要予約　乳がん検診のみ要予約。保健センタ
ー（☎22－1590）へご予約ください。

※順次予約が入っておりますので、予約状況
は保健センターへお問い合わせください。

検診日程
10月31日㈬　健康づくりセンター
11月14日㈬　ひまわり会館
11月18日㈰　♥羽ノ浦公民館

♥印の会場のみ、子宮頸がん検診も実施。
受付時間　午前　	 9:00～10:00
　　　　　午後　13:00～14:30

集団がん検診の中止について

集団がん検診当日の朝６時時点で、市内に
気象に関する警報（暴風・大雨・洪水のい
ずれか）および震災に関する勧告が発令さ
れている場合は中止します。

阿波踊り体操教室

日時　10月12日㈮　10:00～11:30
場所　健康づくりセンター２階　健康広場	
講師　徳島大学　大学開放実践センター
　　　教授　田中俊夫さん
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル
※教室開始前に血圧測定・体組成測定を実
施します。

集団の胃・肺がん検診等について

検診内容　胃がん、肺がん、前立腺がん、
大腸がん（要予約）、肝炎ウイ
ルス検診

要予約　当日受付も可能ですが、受付は予
約者が優先されます。検診日２週
間前までに総合健診センター (☎
088－678－3557) へご予約く
ださい。

検診日程
10月	 5日㈮　★健康づくりセンター

（予約の期日終了）
10月27日㈯　橘公民館
11月	 7日㈬　★健康づくりセンター
11月17日㈯　羽ノ浦公民館
★印の会場のみ、歯周病検診も実施。
受付時間　　8:00～11:00

※くわしくは広報あなん７月号または、が
ん検診等受診券をご覧ください。

犬猫の避妊・去勢手術費用の助成
犬猫の避妊・去勢手術費用の一部を助成します。
対象　飼い犬・飼い猫（犬は登録済で、今年度の狂犬病予防注射を実施済であ
ること）の避妊・去勢手術を、11月15日㈭から平成31年１月20日㈰までの
間に予定している市民の方
※前記の期間外に手術を受ける場合は対象外となります。
助成額　１頭につき5,000円
助成予定数　犬猫合計50頭　※申込み多数の場合は抽選
申込方法　往復はがきに①犬・猫の別、名前、年齢、性別、毛色②犬の場合は、
登録番号および狂犬病予防注射済票番号③飼い主の住所、氏名、電話番号④返
信用はがきの宛名を記入の上、郵送してください。なお、結果は返信用はがき
でご連絡します。
〒770-8007　徳島市新浜本町２丁目３番６号　公益社団法人徳島県獣医師会
申込期間　10月１日㈪～31日㈬（必着）
助成方法　当選はがきを受け取った方は、県内の動物病院に事前に問い合わせ
のうえ、はがきを提示し、手術料から5,000円を差し引いた額で手術を受けて
ください。
問い合わせは　保健センター（☎22－1590）または公益社団法人徳島県獣医

師会（☎088－663－6607）へ

往信
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市
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（
公
社
）　 

徳
島
県
獣
医
師
会 

行

郵便往復はがき（表面）
【記載例】

郵 便 往 復 は が き

返信 申
込
者
の

 　
住　
　
所

 　
氏　
　
名

官製往復はがき（裏面）
避妊・去勢手術助成申込書

犬・猫の別　　　　　　　　　　
名前　　　　　　　　　　　　　
年齢　　　　　　　　　　　　　
性別　　　　　　　　　　　　　
毛色

（犬の場合）
犬の登録番号
　徳島県　第　　　　 号または
　徳島県阿南市　第　 　　　号
狂犬病予防注射済票番号
　平成30年度　第　　　　　号

申込者　住所
　　　　氏名（フリガナ）
　　　　電話番号

郵 便 往 復 は が き

医療機関の大腸がん検診
実施期間　10月１日㈪～12月15日㈯

の診療時間内
実施場所　市内医療機関
対象　市内在住の40歳以上の方
費用　1,100円
検査内容　便潜血反応（２日間検便）

受診に必要なもの
・がん検診等受診券（６月末に郵送済み）
・健康保険等被保険者証
・自己負担金
・健康手帳（持っている方）
　　　　　

※阿南市国民健康保険被保険者、高齢受給者、後期高齢者医療被保険者の方は健康保険等被
保険者証をお持ちになれば無料になります。
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平成30年度　阿南市子どもインフルエンザ予防接種一部助成　提携医療機関一覧
医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

伊島診療所 ３３－０３０４ 王子製紙㈱富岡診療所 ２３－５３３９

生野外科胃腸科 ４４－５５１１ 瀧内科外科医院 ２４－９１３３

高橋内科クリニック ４４－６２２２ 林整形外科 ２３－６０６０

富永医院 ４４－２１２３ 井坂クリニック ２７－００４７

羽ノ浦整形外科内科病院 ４４－６１１１ 是松医院 ２７－０３１６

むらかみ内科循環器クリニック ４４－１０１０ 阿南中央病院 ２２－１３１３

益崎胃腸科内科医院 ４２－００２２ 阿南天満クリニック ２２－２２９９

村上内科外科医院 ４２－３１１０ 松﨑内科医院 ２３－５７７８

岸医院 ２３－０２７２ 加茂谷診療所 ２５－０２００

島内科眼科医院 ２２－１１４７ 天羽クリニック ２６－０１１２

原田病院 ２２－０９９０ 原田医院 ２６－０１０１

三谷内科 ２３－０２２２ じぞうばし内科外科福井診療所 ３４－３１３３

岩城クリニック ２３－５６００ きくち医院 ３６－３５１２

古川小児科内科医院 ２３－３３０６ 馬原医院 ３６－３３３９

かじかわ整形外科 ２４－５７５０

問い合わせは　保健センター　担当予防衛生係（☎22ー1590）へ

【助成対象期間】　10月１日㈪～12月31日㈪（診療時間の確認および予約をしてください）
【接種対象者】　予防接種を受ける日において市内に住所を有し、満１歳から小学校就学前までの年齢

にある子ども
【助成対象者】　接種対象者の保護者
【助成金の内容】　助成対象期間中１人２回まで、１回1,500円を限度に助成します。

なお、提携医療機関において予防接種を受ける際、その費用のうち、１回1,500円
を差し引いた額が請求されます。

【提携医療機関へ持参するもの】　住所および生年月日が確認できるものと印鑑
【申請方法】　

１　住所および生年月日が確認できるものを提示する。（例　こどもの医療費受給者証など）
２　提携医療機関へ申請書を提出する。（申請書は提携医療機関または保健センターにあります）

【提携医療機関以外の医療機関で予防接種を受けた場合】　
　償還払による助成金の交付ができます。次の書類を添えて保健センターへ申請してください。

○阿南市子どもインフルエンザ予防接種助成金（償還払）申請書兼請求書（保健センターにあります）
○医療機関が発行する領収書
○助成金の振込先口座の通帳の写し
○印鑑
ただし、償還払の助成金の申請は、予防接種を受けた日の属する年度の末日（平成31年３月31日）
までです。

平成30年度 阿南市
子どもインフルエンザ予防接種費用一部助成

インフルエンザ予防接種の費用を一部助成します。
インフルエンザ予防接種は、希望して接種を受ける法定外の任意接種です。



10月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で施
設を開放して育児支援を行っています。

	 2日㈫　バルーンアートで遊ぼう
	 9日㈫　おはなしのポケット
10日㈬　双ごっこ・園庭開放
16日㈫　子育て支援合同運動会
23日㈫　助産師による育児講座
30日㈫　お誕生会
※毎週火･木曜日、園庭開放をしています。
（11:00～11:45）

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

	 2日㈫　みんなで遊ぼう
	 9日㈫　運動会ごっこ(防災公園にて)
11日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読み

聞かせ
16日㈫　子育て支援合同運動会
18日㈭　子育て講座
23日㈫　おはなしだいすき
30日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

	 2日㈫　助産師による子育て講座
講師：仁木小弥香さん

	 9日㈫　おはなしのポケット
16日㈫　子育て支援合同運動会
23日㈫　３Ｂ体操
30日㈫　お誕生会

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

	 5日㈮　わらべ歌遊び
12日㈮　身体計測・発育相談

（10:00～11:00）
※母子手帳をご持参ください。

16日㈫　子育て支援合同運動会
23日㈫　作って遊ぼう
30日㈫　お誕生会

みんなのひろば ☎44−5059

岩脇こどもセンター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

（※＝要予約）

	 5日㈮　高齢者とのふれあい会※
	 9日㈫　発育計測
11日㈭　お誕生会
15日㈪　阿南市保健センター保健師によるお話
「大人と子どもの健康相談」個別相談有※
17日㈬　ミュージックケアー（乳児）※
19日㈮　陽子先生と「英語でハロウィン」
22日㈪　親子おいもほり※
24日㈬　ミュージックケアー（幼児）※
26日㈮　おはなしコロリン　
31日㈬　ハロウィンパーティー※
※行事によっては有料・申込み制となります
ので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
	　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば
平日9:00～16:00

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　10日㈬　桑野公民館
　　　17日㈬　加茂谷公民館
　　　24日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
５日㈮、９日㈫、12日㈮、16日㈫、
19日㈮、23日㈫、30日㈫

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすくin阿南

子育て支援に理解があり、春・秋１回ずつ
「赤ちゃん授業」に参加していただける「赤
ちゃんとママ」を募集します。
募集対象・人数　平成31年４月現在、生
後２カ月～１歳未満の赤ちゃんとママ（約
75組）	
問	阿南市赤ちゃん授業実行委員会	
　	山下（☎090－7144－1183）へ

赤ちゃん授業参加者募集

●おはなしひろば
ゆったりと家庭的な雰囲気の中お過ごしい
ただけます。ぜひ、親子で気軽にお越しく
ださい。
日時　10月20日㈯　14:00～15:30
場所　岩城クリニック３階　保育室
内容　絵本の読み聞かせのほか、手作りお

やつの提供もあります。
問	岩城クリニック病児病後児保育専用
　	（☎080－1998－7476）坂東

病児病後児保育だより ●児童扶養手当法の一部改正
平成30年８月分から、支給制限に関する所
得の算定方法が変わり、全部支給の対象とな
る方の所得制限限度額が引き上げられました。
●支給制限の適用期間の改正
平成30年10月１日より児童扶養手当証書
の有効期限は平成31年10月31日に変更さ
れます。
●現況届の提出はお済みですか
現況届の提出がない場合、８月分以降の児
童扶養手当が受給できなくなります。
なお、期限までに提出がない場合、手当の
支払いが遅れることがありますのでご注意
ください。
問	こども相談室（☎22－1677）へ

児童扶養手当制度について

●親子うどん作り体験研修会
小学生のお子さま（兄弟可）と保護者のペ
アで参加できます。未就学児は託児あり。
日時　10月５日㈮　10:30～12:30
場所　よんでんエネルギープラザ
　　　（現地集合）
参加費　１組300円～
申込方法　10月４日㈭までに電話で申込み
●子育て相談会
小林友子さんをお迎えして、いないいない
ばあ人形を作って、わらべ歌あそび。
日時　10月19日㈮　13:00～15:00
場所　ひまわり会館　健康ルーム
参加費　無料　
申込方法　10月12日㈮までに電話で申込み
●出張登録会in健康まつり
平日お忙しく未入会の方は、この機会に入
会登録にお越しください。
日時　10月21日㈰　9:30～12:00
場所　文化会館１階　研修室
●あいあいファミサポフェスティバル
リユースや盛りだくさんの催し、抽選会が
あるよ。リユース品も募集します！
日時　10月28日㈰　10:00～14:00
場所　四国大学　体育館
問 阿南ファミリー・サポート・センター
　	（☎24－5550）へ

阿南ファミリー・サポート・センター

主に18歳未満の児童を対象に心身の発達
に関すること、家庭での教育問題、学校生
活での心配事、児童虐待に関することなど
の相談専用電話を開設しています。
直通電話　☎22－0765
受付日時　月曜日～金曜日（祝日除く）

9:00～16:00
問 こども相談室（☎22－1677）へ

家庭児童相談および
児童虐待相談について

子育てをされている保護者の方は、お子
さんに対し、優しく思いやりの心を持ち
育ってほしいと願っていることでしょう。
では、思いやりの心を育てるにはどうす
ればよいのでしょう。人を思いやるには、

「相手がどのような気持ちか」を考える力、
共感できる力が必要です。小さい子ども
にとっては自分以外の他人の気持ちは簡
単に理解できるものではないため、少し
ずつ教えてあげる必要があるでしょう。
また、人だけでなく、いろんなものに対
して「感謝」の気持ちを持たせることも
大切です。
でも、思いやりは言葉だけで教えられる
ものではありません。指示するより、行
動を見せることが何よりも有効です。小
さな子どもは保護者の行動をよく見て、
まねをしようとするからです。
まずは保護者の皆さんがまわりに優しい
気持ちをもって接することが、お子さん
の思いやりの心につながるのですね。
 学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ
− 思いやりの心を育む −

て ひ ろば育子
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県南で活動する伝統芸能５団体が、９月２日、新野
公民館で「第５回県南伝能ライブ」を開催し、約
180人が人形浄瑠璃や和太鼓の演目を楽しみまし
た。阿波人形浄瑠璃の代表演目「傾城阿波の鳴門 
巡礼歌の段」を演じた新野中学校民芸部。部長の鶴
羽祐弥さん（３年生）は「生き別れた子を思う母の
気持ちを考えて一生懸命演じました」と話しまし
た。見入っていた大下富江さん（77歳・新野町）は、

「子どもの頃、祭りで見た人形浄瑠璃を思い出しま
した」と感激のようすでした。

県南の伝統芸能が勢揃い

新野町西重友の八坂神社秋祭りに
向けて、本殿の周りを飾るしめ縄
を神社周辺住民55人が作りまし
た。今年の稲作で出たわら600束
を持ち寄って、１本のしめ縄に編
んでいきました。しめ縄は太さが
12㎝で長さが55ｍの力作。吉田
輝徳さん（73歳）は「今年もし
め縄を神社に飾れて良かった。地
域の伝統を若い世代に継承してい
きたい」と汗をぬぐっていました。

地域の絆を結ぶ
八坂神社しめ縄作り

スタンド・アップ・パドルボード
（SUP）の普及を図ろうと、講習
会（主催：サステナブル阿南）が
８月19日に椿町蒲生田で開催さ
れました。SUP は、浮力の大きい
ボードの上に立ち、オールを使って
漕いでクルージング、釣りなどを気
軽に楽しめるマリンスポーツで、近
年愛好者が急増しています。参加
者８人は、講師から手ほどきを受
け、海の周遊を満喫していました。

海の周遊を満喫
SUP講習会開催

東京・武蔵野大学生による農業体
験ボランティアが、８月24日～
９月13日にかけて行われました。
８月30日には、８人の学生が加
茂町と十八女町のいちご農家４軒
で苗の手入れを手伝いました。豊
田 繁さん（84歳・加茂町）は「暑
い中、作業を手伝ってもらい助か
る。毎年学生が来てくれることで
若返る」と笑顔で話しました。本
事業は、今年で５年目になります。

若者の声が山里に響く
武蔵野大生が農業体験

阿南市や地域の出来事を
いち早くチェック！

市ホームページからご覧いただけます。
http://www.city.anan.tokushima.jp/

阿南市フェイスブック

大阪府の交通遺児を徳島県に招き、
夏休みの思い出を作ってもらう

「とくしまがいっぱい体験ツアー」
（主催：ダイドードリンコ㈱、トヨタ
カローラ徳島㈱）が行われました。
招かれたのは大阪交通災害遺族会
の小中高生20人。８月17日には、
新野西小学校（休校中）近くで住
民などと川遊びを通して交流しま
した。参加した鈴木拳心さん（12
歳・堺市）は、「自然の中で遊べ
て楽しかった。また来たい」と満
足したようすでした。

阿南で元気を充電
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編集後記　台風21号で被災された方に心よりお見舞い申し上げます。想
像を絶する暴風に圧倒されました。もはや想定外とは死語。想定にとらわ
れない柔軟な行動が必要と感じました。（谷内）今月の特集は「阿波公方」。
今から450年前、那賀川町から室町幕府将軍が誕生！身近な歴史を知るこ
とで日本史に対しどんどん興味が沸いてきました。（ロマイエ有希）

日 開催日　時 時間　所 場所　予 予約受付　問 問い合わせ先

10月の相談

弁護士による法律相談（要予約） ４日㈭、18日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談委員による行政相談 ９日㈫、23日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 26日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 徳島県司法書士会　☎0883−76−4337
　 または市民生活課　☎22−1116
※予約不要。１人30分まで。先着４人限定。

空き家・空土地有効活用相談会 ９日㈫
時 10:00～16:00　所 市役所１階　多目的スペース
問 徳島県宅地建物取引業協会阿南・海部支部　☎23−7408

または住宅・建築課　☎22−3431

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談  10日㈬
時 13:30～16:00　所 椿公民館、中野島総合センター
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談  19日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 １日㈪、15日㈪、22日㈪、29日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談 （要予約）
日 ２・９・16・23・30日　時 13:00～17:00
日 12・26日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22−0361

年金相談（要予約） 今月の相談日はありません。
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※11月の相談日は１日㈭です。

中小企業の経営相談会（要予約） 18日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所２階　206会議室
予 前日までに徳島県よろず支援拠点へ
問 徳島県よろず支援拠点　☎088−676−4625

または商工観光労政課　☎22−3290

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
7日 富 永 医 院 羽ノ浦町 ☎44−2123
8日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎28−6200

14日 林 整 形 外 科 見能林町 ☎23−6060
21日 阿南 市 夜間休日診療 所 宝 田 町 ☎28−6200
28日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎28−6200

●必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくだ
さい。当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番　18：00～22：00（日曜祝日は17:00～）
当番医療機関の問い合わせは　阿南市消防本部　☎22−1120
音声案内　☎22−9999まで
または阿南市医師会ホームページをご覧ください。
※阿南市夜間休日診療所は健康づくりセンター内にあります。
●小児救急医療体制

24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

10月の夜間休日診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00～17：00

10月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明
書、所得証明書、所得課税証明書、市・県民税公課証明書、
軽自動車税納税証明書の交付

（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・申告等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●市税の納付および分納等の納税相談

　税務課納税係（☎22−1792）へ

３日㈬、17日㈬　17:15～18:15

スポーツ施設10月の休館日
スポーツ総合センター（サンアリーナ） 1・9・15・22・29日
スポーツ総合センター（温水プール） 1・9・15・22・23・.28・29日
那賀川スポーツセンター 3・10・17・24・31日
羽ノ浦総合国民体育館 1・9・15・22・29日
羽ノ浦健康スポーツランド 1・9・15・22・29日
県南部健康運動公園 2・9・16・23・30日

10月の市税
■市　県　民　税（第３期）
■国民健康保険税（第５期）
　納期限は、10月31日㈬です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  28日㈰  8:30～17:00（市役所税務課納税係）

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
東玄関からお越しください。
※課税内容についてのご相談は平日開庁時間内に対応しています。
問い合わせは　税務課納税係（☎22−1792）へ

人口と世帯数

人　口　73,734 人 （−42）
（男）	35,688 人 （−26）
（女）	38,046 人 （−16）
世帯数　30,928世帯（＋27）
※平成30年８月末日現在カッコ内は前月対比

選挙人名簿登録者数

登録者数　62,305人
（男）	　29,913人
（女）	　32,392人

※平成30年９月３日現在
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ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

阿南ぶらりまち紀行 〜地域の輝き〜 第146回
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民話の紙芝居

会場にはたくさんの来場者

おっぱしょ地蔵

中野島保育所園児が歌を披露
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